
王
頻
の
生
涯
と
師
承

小
笠
　
智
章

は

じ
め
に

　
王
頻

二

〇
八
二
ー
＝
五
三
）
、
字
は
信
伯
、
呉
江
の
震
沢
に
住
し
た
。
北
宋
の
程
願
（
伊
川
、
一
〇
三
三
…
一
一
〇
七
）
晩
年
の

弟
子
で

あ
る
。
『
宋
史
』
に
伝
は
な
い
が
、
門
人
章
憲
撰
の
墓
誌
に
「
程
門
の
高
弟
」
と
紹
介
さ
れ
、
ま
た
程
門
の
先
進
楊
時
（
亀
山
、

字

中
立
。
一
〇
五
三
－
一
二
二
五
）
が
「
同
門
の
後
来
、
成
就
す
る
こ
と
吾
が
信
伯
を
瞼
ゆ
る
莫
か
ら
ん
」
と
評
し
た
こ
と
も
、
同

じ
く
墓
誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
『
王
著
作
集
』
五
）
。
後
の
地
方
志
や
道
学
史
の
多
く
も
「
程
門
高
弟
」
と
す
る
。
ま
た
、
自
身
は

程
伊
川
に
師
事
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
胡
安
国
（
字
康
侯
。
一
〇
七
四
ー
一
一
三
八
）
は
、
王
頻
へ
の
書
簡
に
お
い
て
「
信
伯
既
に
親

し
く
伊
川
丈
人
に
見
え
、
其
の
堂
奥
に
入
る
。
責
任
亦
軽
か
ら
ず
…
…
真
に
君
に
望
有
り
」
（
『
王
著
作
集
』
四
「
文
定
胡
先
生
書

二
」
）
と
洛
学
の
将
来
を
託
し
且
つ
激
励
し
、
ま
た
同
門
の
先
輩
サ
惇
（
字
彦
明
。
一
〇
七
一
ー
一
一
四
二
）
も
同
じ
く
書
簡
に
「
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

友
切
磋
の
道
廃
し
て
講
ぜ
ら
れ
ず
、
正
だ
頼
む
は
吾
が
信
伯
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
「
和
靖
テ
先
生
書
三
」
）
。

　
王

頻
の
思
想
史
上
の
貢
献
と
し
て
、
先
ず
第
一
に
呉
地
方
へ
の
洛
学
の
伝
播
が
挙
げ
ら
れ
る
。
全
祖
望
は
洛
学
の
地
域
的
伝
播
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ま
と
め
て
、
「
其
の
呉
に
入
る
や
、
信
伯
を
以
て
す
」
と
言
う
（
『
学
案
』
巻
二
九
震
沢
学
案
）
。
ま
た
、
昆
山
の
人
襲
明
之
の
『
中
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呉
紀
聞
』
に
、
「
門
人
陳
長
方
・
楊
邦
弼
と
道
を
震
沢
に
講
ず
。
…
…
呉
中
道
学
の
伝
、
先
生
よ
り
盛
ん
な
る
は
莫
し
」
（
巻
四
）
と

い

う
。
襲
明
之
は
一
一
八
二
年
に
九
十
二
才
で
没
し
た
（
『
宋
史
翼
』
三
十
六
｝
。
『
中
呉
紀
聞
』
の
序
は
筆
者
の
没
年
で
あ
る
。
彼

は
呉

に
お
け
る
王
頻
の
学
の
盛
行
を
実
見
し
、
そ
れ
を
「
道
学
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
襲
氏
の
い
う
「
道
学
」
と
は
、
広
く
程
子
の
学
の
後
継
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
朱
子
の
「
彼
は
只
だ
伊
川
の
面
を
見

し
の
み
」
（
『
朱
子
語
類
』
一
〇
一
｝
と
い
う
言
葉
に
窺
え
る
よ
う
に
、
王
頻
は
程
ー
朱
の
学
統
上
か
ら
は
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
な

い
。
こ
れ
は
王
頻
の
思
想
が
心
学
禅
学
の
傾
向
を
強
く
有
す
る
こ
と
に
よ
る
。
尤
も
、
洛
学
（
程
学
）
の
心
学
化
は
已
に
程
門
直
伝
で

頻
の
先
輩
に
当
た
る
謝
良
佐
・
游
酢
・
楊
時
等
よ
り
始
ま
り
、
南
宋
初
期
で
は
広
く
見
ら
れ
る
一
般
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
思
想
的
風
潮
を
受
け
て
、
朱
子
の
最
大
の
論
敵
と
な
る
陸
象
山
（
九
淵
、
字
子
静
。
一
一
三
九
ー
一
一
九
二
∀
が
登
場
す
る
こ
と
に

な

る
。
そ
こ
で
、
王
頻
の
思
想
は
、
陸
象
山
の
先
駆
と
し
て
評
価
を
受
け
て
来
た
。
全
祖
望
は
「
予
、
信
伯
集
を
読
む
に
、
頗
る
象

山
の
萌
芽
を
啓
く
。
…
…
象
山
の
学
、
本
承
く
る
所
無
き
も
、
東
発
（
黄
震
）
以
て
遙
か
に
上
察
（
謝
良
佐
）
よ
り
出
つ
と
為
し
、
予
は

以
て
兼
ね
て
信
伯
よ
り
出
つ
と
為
す
」
（
震
沢
学
案
）
と
い
い
、
陸
象
山
へ
の
系
譜
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
程
門
、
謝
上
察
よ
り
以
後
、
王
信
伯
、
林
竹
軒
（
季
仲
）
、
張
無
垢
（
九
成
）
よ
り
林
支
軒
（
光
朝
）
に
至
る
、
皆
其
の
前
芽
に
し
て
、

　
　
象
山
に
及
ん
で
大
成
す
。
（
『
学
案
』
五
八
象
山
学
案
案
語
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

現
代
の
研
究
も
殆
ど
こ
れ
を
襲
い
、
程
子
か
ら
陸
象
山
ひ
い
て
は
王
陽
明
へ
の
系
譜
上
に
王
頻
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
王
頻
は
洛
学
の
呉
へ
の
伝
播
と
心
学
化
と
を
以
て
思
想
史
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
二
程
か
ら
陸

学
へ
の
中
間
項
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
専
一
に
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
南
宋
初
期
の
洛
学
と
し
て
は
、
朱

子
へ
の

繋
が

り
か
ら
主
に
楊
時
の
門
下
と
湖
南
学
の
胡
安
国
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
頻
を
初
め
と
す
る
伊
川
直
伝
の
者
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た

ち
の
活
動
に
関
し
て
は
、
そ
の
実
態
が
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
心
学
化
し
た
と
言
わ
れ
る
南
宋
初
期
の
洛
学

の

在
り
方
、
ひ
い
て
は
当
時
の
士
大
夫
の
精
神
的
在
り
方
を
探
る
上
で
、
王
頻
は
恰
好
の
材
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
小
稿
で
は
王
頻

像
構

築
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
彼
の
出
自
と
生
涯
の
あ
ら
ま
し
を
辿
っ
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
王
頻
の
生
涯
に
つ
い
て
記
録

の

残
っ
て
い
る
の
は
、
生
卒
年
と
官
職
歴
の
み
で
あ
る
。
彼
の
「
墓
誌
」
も
生
涯
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
に
は
殆
ど
触
れ
ず
、
僅
か
に

「
程
門
高
弟
」
と
、
程
子
へ
の
従
学
を
示
唆
す
る
の
み
で
あ
る
。
実
は
こ
の
程
子
へ
の
従
学
に
つ
い
て
も
諸
書
の
記
事
に
異
同
が
あ

る
の
で
、
頻
の
出
自
と
官
職
歴
を
辿
っ
た
後
に
検
討
す
る
。
な
お
、
王
頻
の
文
集
の
テ
キ
ス
ト
に
は
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
王
著
作

集
』
八
巻
を
用
い
、
宋
人
集
丁
編
『
宋
著
作
王
先
生
文
集
』
八
巻
を
参
照
し
た
。
以
下
『
著
作
集
』
と
略
記
す
る
。
そ
の
他
の
伝
記

資
料
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
一
覧
表
を
付
す
。

一
　
出
自
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王
頻
の
家
系
を
辿
る
た
め
の
主
な
資
料
と
し
て
は
、
頻
の
門
人
章
憲
の
手
に
な
る
「
墓
誌
」
の
ほ
か
に
、
宋
の
江
公
望
撰
「
王
聖

命
墓
誌
銘
」
〔
聖
箭
は
頻
の
父
王
仲
挙
の
字
）
と
明
の
劉
櫻
撰
「
王
氏
復
墓
記
」
、
祝
允
明
の
「
王
氏
復
墓
記
碑
陰
」
（
い
ず
れ
も
『
呉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

都
文
粋
続
集
』
四
〇
）
な
ど
が
あ
る
。
今
こ
れ
ら
に
地
方
志
諸
書
を
合
わ
せ
て
そ
の
概
略
を
叙
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
王

氏
の
先
は
太
原
の
人
で
、
西
晋
末
に
福
の
福
清
に
移
っ
た
と
い
う
。
宋
代
に
呉
に
移
る
こ
と
に
な
る
家
系
の
始
祖
は
、
頻
か
ら

八

代
遡
る
王
栗
で
あ
っ
た
。
栗
、
字
輔
之
は
唐
の
成
通
三
年
⌒
八
六
二
）
の
進
士
、
尚
書
水
部
郎
で
あ
っ
た
。
聚
を
↓
世
と
し
て
四
世

仁
債
は
、
五
代
の
悶
王
王
審
知
の
脾
を
受
け
ず
、
そ
の
子
殉
は
子
弟
に
「
時
清
け
れ
ば
以
て
出
仕
す
べ
し
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
以
来
、



仕
え

る
意
志
を
持
ち
な
が
ら
も
、
七
世
即
ち
頻
の
祖
父
の
礎
も
、
呉
に
居
を
移
し
た
実
父
仲
挙
も
、
結
局
は
処
士
で
あ
っ
た
。
実
父

仲
挙
二
〇
四
四
ー
一
一
＝
）
は
、
三
度
科
挙
に
瓢
け
ら
れ
て
呉
の
震
沢
に
隠
居
し
た
。
世
父
伯
起
、
字
聖
時
は
少
く
し
て
京
師
開

封
に

出
、
経
を
王
安
石
に
、
文
を
曽
輩
に
学
び
、
曽
公
亮
・
孝
寛
父
子
と
交
わ
っ
て
彼
ら
の
推
鞭
を
受
け
た
が
、
「
年
未
だ
衰
ふ
る

に
及
ば
ず
し
て
三
棄
去
し
」
・
呉
に
隠
居
し
た
・
居
所
を
「
酉
室
」
と
い
，
題
年
九
＋
三
で
卒
し
た
が
（
『
莫
志
』
＝
伯
起
伝
）
・

生
卒
年
は
不
明
。
伯
起
の
従
兄
弟
の
伯
虎
（
字
柄
之
）
は
嘉
祐
四
年
二
〇
五
九
）
の
進
士
で
あ
っ
た
が
（
『
淳
煕
三
山
志
』
二
六
）
、
総
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て

頻
の
家
系
は
進
士
を
輩
出
し
て
来
た
わ
け
で
な
く
、
頻
の
前
後
に
な
っ
て
漸
く
政
界
の
表
舞
台
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

自
身
、
新
法
を
嫌
っ
て
科
挙
に
応
じ
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
王
安
石
及
び
新
法
派
を
嫌
い
、
挙
業
を
低
く
見
る
程
門
の
風
潮
は
無

論
の
こ
と
、
「
時
清
か
ら
ざ
れ
ば
出
仕
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
潔
い
隠
遁
志
向
も
、
ま
た
深
い
と
こ
ろ
で
関
与
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

頻
は
一
〇
八
二
年
、
仲
挙
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
繋
・
蕊
の
二
人
の
弟
が
い
る
。
仲
挙
に
は
他
に
娘
が
一
人
お
り
、
永
嘉
の

許
景
衡
を
通
し
て
洛
学
に
私
淑
し
た
察
元
康
に
嫁
い
だ
。
仲
挙
の
従
兄
伯
起
の
子
が
天
折
し
た
の
で
、
頻
が
そ
の
後
を
継
い
だ
。
頻

の

程
伊
川
へ
の
従
学
は
世
父
伯
起
の
命
に
よ
る
。
頻
は
平
江
府
常
熟
県
に
隠
棲
し
て
い
た
胡
峰
の
女
を
婁
っ
た
（
陳
長
方
「
胡
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

墓
誌
銘
」
）
。
頻
の
子
孫
に
つ
い
て
、
頻
の
子
の
大
本
・
大
中
・
大
臨
以
下
は
不
明
だ
が
、
頻
の
季
弟
蒲
の
子
孫
は
代
々
呉
に
住
し
、

『
野
客
叢
書
』
を
残
し
た
王
　
（
字
勉
夫
）
、
『
雲
幡
類
要
』
の
孜
（
字
行
父
）
が
現
れ
、
明
代
に
は
王
賓
（
光
庵
）
・
王
敏
（
訥
蓄
蹟
斎
）
な

ど
の
名
医
を
輩
出
し
た
。
『
王
著
作
集
』
を
再
編
刊
行
し
た
の
は
王
敏
の
子
で
、
蒲
か
ら
十
一
世
の
孫
王
観
⌒
字
惟
願
、
一
四
四
八
－
一

五

二

一
）
で
あ
る
。
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南
渡
後
も
、
宋
金
の
断
続
的
な
戦
闘
に
金
の
偲
偲
政
権
斉
二
＝
二
〇
ー
一
一
三
七
）
も
加
わ
り
、
内
に
は
農
民
叛
乱
や
軍
閥
（
家

軍
）
を
抱
え
、
紹
興
十
一
年
〔
一
一
四
一
）
十
一
月
の
最
終
的
な
宋
金
講
和
成
立
（
『
要
録
』
一
四
二
）
ま
で
、
南
宋
政
権
は
内
外
と
も

に
緊
張
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

　
紹
興
四
年

二

＝
二
四
）
九
月
、
金
斉
連
合
軍
が
南
侵
す
る
と
（
『
要
録
』
八
〇
）
、
十
月
、
高
宗
は
親
征
の
詔
を
発
し
て
平
江
府
へ

入
っ
た
⌒
同
八
こ
。
王
頻
が
平
江
府
守
臣
孫
祐
の
薦
に
よ
っ
て
上
殿
し
た
の
は
同
年
十
一
月
四
日
で
あ
っ
た
（
『
著
作
集
』
一
「
上

殿
聖

語
除
官
賜
出
身
」
）
。
頻
は
そ
の
折
、
親
征
を
「
衆
心
の
同
じ
く
す
る
所
」
と
述
べ
て
賛
意
を
表
し
、
つ
い
で
用
人
・
政
事
も

こ
の
「
人
心
」
を
も
と
に
す
べ
き
こ
と
（
同
二
「
寅
冬
上
殿
剖
子
一
」
）
、
愛
憎
に
よ
ら
ず
臣
下
の
忠
俵
を
察
し
、
才
器
に
随
っ
て
用
い

る
べ
き
こ
と
（
同
「
二
」
）
、
『
春
秋
』
に
尽
く
さ
れ
た
聖
人
の
経
世
の
大
法
の
至
り
を
会
得
し
、
こ
れ
を
事
業
に
措
く
こ
と
が
帝
王
の

学
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
同
「
＝
ご
）
。
高
宗
は
頻
を
「
有
用
」
と
評
価
し
（
同
一
「
聖
語
」
）
、
翌
日
に
は
右
連
功
郎
に
補
し
た
。

　
以
後
の
官
職
歴
を
『
要
録
』
、
『
南
宋
館
閣
録
』
⌒
以
下
『
館
閣
録
』
と
略
記
す
る
）
と
『
著
作
集
』
巻
一
所
収
の
勅
詞
類
を
も
と
に

整
理

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
年
号
は
全
て
「
紹
興
」
で
あ
る

六同五同四
年
十
二
月
五
日

　
　
　
　
九
日

　
　
（
8
）

年
　
二
月

　
　
（
9
）

　
　
九
月

　
　
　
（
1
0
）

年
　
三
月

補
右
迫
功
郎
（
選
人
階
官
、
従
九
品
）

賜
進
士
出
身
、
秘
書
省
正
字
（
『
要
録
』
八
三
）
、
左
迫
功
郎
（
「
勅
詞
一
」
）

〔正
字
）
兼
史
館
校
勘

改
京
秩
〔
『
要
録
』
九
三
）
ー
左
承
奉
郎
（
正
九
品
）

守
著
作
佐
郎
（
『
要
録
』
九
九
）
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七
　
年
　
正

月
　
　
　
通
判
常
州
（
『
要
録
』
一
〇
七
）
、
兼
管
内
勧
農
事
（
「
勅
詞
四
」
）

　
八
　
年
　
五
月
　
　
　
左
宣
義
郎
（
従
八
品
）
（
「
勅
詞
四
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
宣
教
郎
（
従
八
品
）

　
十
三
年
十
一
月
　
　
　
通
判
任
満
〔
『
成
淳
砒
陵
志
』
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
承
義
郎
〔
従
七
品
）
、
主
管
台
州
崇
道
観
⌒
『
要
録
』
一
五
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
朝
奉
郎
（
正
七
品
）
（
「
墓
誌
」
「
国
史
伝
」
）

　
王

頻
が
秘
書
省
正
字
・
史
館
校
勘
と
な
っ
た
紹
興
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
は
、
ち
ょ
う
ど
『
神
宗
実
録
』
の
修
訂
編
纂
が
本
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
高
宗
は
建
炎
元
年
二
二
一
七
）
五
月
の
即
位
後
、
直
ち
に
国
史
院
に
刊
修
の
詔
を
出
し
た
。
し
か
し
軍
事

的
緊
張
な
ど
に
よ
り
着
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
紹
興
四
年
五
月
、
高
宗
は
「
神
宗
哲
宗
両
朝
史
は
録
事
多
く
実
を
失
ふ
。
信

を
後
世
に
伝
ふ
る
所
以
に
非
ず
。
当
に
重
ね
て
別
に
刊
定
す
べ
し
」
と
し
て
萢
沖
を
直
史
館
に
任
じ
（
『
要
録
』
七
六
・
五
月
癸
丑
）
、

実

録
重
修
に
着
手
さ
せ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
紹
興
四
年
三
月
に
趙
鼎
が
参
知
政
事
と
な
っ
て
い
た
が
、
同
年
九
月
に
は
宰
相
、
翌
五

年
二
月
に
は
監
修
国
史
と
な
っ
た
（
同
七
四
、
八
〇
、
八
五
）
。
実
録
重
修
は
趙
鼎
と
萢
沖
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
修
史
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
つ
い
て
は
近
藤
一
成
氏
の
「
南
宋
初
期
の
王
安
石
評
償
に
つ
い
て
」
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
重
修
の
最
大
の
理
由
は
、
察
下
・
章

惇
ら
新
法
派
の
手
に
な
る
神
宗
・
哲
宗
実
録
が
、
哲
宗
期
に
垂
簾
の
政
を
し
い
た
宣
仁
皇
后
を
謳
認
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
注
1
2

参

照
）
。
欽
宗
が
金
に
拉
致
さ
れ
て
不
在
の
ま
ま
に
行
わ
れ
た
高
宗
の
即
位
は
、
宣
仁
が
哲
宗
の
皇
后
と
し
て
支
持
し
た
元
祐
太
后

の

権
威
の

も
と
に
行
わ
れ
た
か
ら
、
宣
仁
皇
后
の
評
価
は
高
宗
政
権
の
正
統
性
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
修
史
事
業
は

始
め

か

ら
反
王
安
石
反
新
法
派
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宰
相
の
趙
鼎
自
身
が
程
伊
川
の
学
を
好
み
、
洛
学
派
を
多
く
推
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挙

し
て
自
ら
の
政
権
を
構
成
す
る
柱
の
一
つ
と
し
た
こ
と
は
、
『
要
録
』
に
も
「
鼎
素
よ
り
伊
川
程
願
の
学
を
重
ん
じ
、
元
祐
党
籍

の

子
孫
多
く
擢
用
せ
ら
れ
、
賊
吏
を
去
り
正
人
を
進
む
。
時
に
号
し
て
賢
相
と
為
し
、
参
然
と
し
て
中
興
の
望
有
り
。
」
な
ど
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
4
）

ば

し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
彼
は
実
録
修
訂
に
も
洛
学
派
を
多
く
用
い
た
。
紹
興
五
年
二
月
に
喩
樗
・
高
開
が
秘
書
省
正
字

に
除
せ
ら
れ
た
の
は
、
全
て
趙
鼎
の
薦
に
よ
る
（
同
八
五
）
。
神
宗
哲
宗
実
録
の
修
訂
は
趙
鼎
政
権
の
担
っ
た
役
割
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
王

頻
の
薦
者
と
し
て
、
『
盧
志
』
を
始
め
と
す
る
明
代
以
後
の
地
方
志
諸
書
が
「
趙
鼎
以
て
聞
す
」
と
趙
鼎
を
加
え
て
い
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
5
）

頻
が
趙
鼎
の

下
で
実
録

修
訂
に
携
わ
っ
た
事
実
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
高
宗
に
と
っ
て
王
頻
は
趙
鼎
を
介
さ
ず
と

も
十
分
に
有
用
で
あ
っ
た
。
「
煕
（
寧
＝
元
）
豊
経
義
を
尚
び
て
春
秋
を
廃
し
、
崇
（
寧
＝
大
）
観
含
法
を
行
ひ
て
科
挙
を
罷
」
め
た
新

法
を
嫌
っ
て
野
に
在
っ
た
頻
は
（
注
6
参
照
）
、
「
春
秋
に
通
」
じ
（
『
要
録
』
八
三
・
四
年
十
二
月
己
卯
）
、
程
伊
川
の
『
春
秋
』
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

す

る
発
言
を
集
録
し
て
い
る
。
実
録
修
訂
を
願
っ
て
『
春
秋
』
に
興
味
を
向
け
て
い
た
高
宗
に
対
し
、
「
側
聞
す
、
陛
下
万
機
の
暇

に
春
秋
に
留
意
す
、
と
。
誠
に
進
徳
の
要
を
得
た
り
」
と
述
べ
て
『
春
秋
』
を
帝
王
の
学
と
し
た
の
で
あ
っ
た
（
前
述
）
。
王
頻
は
恰

　
　
　
　
　
　
　
〔
1
7
）

好
の
人
材
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
近
藤
論
文
は
神
宗
哲
宗
実
録
の
編
纂
に
関
与
し
た
も
の
と
し
て
趙
鼎
・
萢
沖
以
外
に
十
九
名
を
あ
げ
、
そ
の
う
ち
洛
学
派

が
八
名
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
即
ち
、
サ
惇
・
王
頻
（
以
上
伊
川
門
人
）
、
張
九
成
・
高
開
・
喩
樗
・
王
居
正
（
楊
時
門
人
）
、
萢
如
圭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

（胡
安
国
門
人
）
、
朱
松
⌒
羅
従
彦
門
人
）
。
こ
れ
に
楊
時
へ
の
従
学
の
後
劉
安
世
に
師
事
し
た
胡
理
⌒
『
学
案
』
二
〇
）
を
入
れ
れ
ば
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

名
。
こ
の
う
ち
紹
興
六
年
二
ニ
ニ
六
）
正
月
の
『
重
修
神
宗
実
録
二
百
巻
』
上
呈
よ
り
後
の
サ
惇
・
萢
如
圭
・
朱
松
を
除
く
と
、
王
頻

以

外
は
す
べ
て
楊
時
の
門
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
楊
時
一
派
の
隆
盛
ぶ
り
を
示
し
、
趙
鼎
の
修
史
事
業
に
加
わ
る
洛
学
派
は

す
べ
て
楊
門
で
あ
る
と
の
印
象
を
抱
か
せ
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。
王
頻
を
楊
時
の
門
人
と
す
る
説
が
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
王
頻
は
館
職
に
あ
る
間
、
周
の
宣
蕗
皇
后
の
祝
辞
を
撰
述
し
（
『
館
閣
録
』
五
）
、
ま
た
剤
子
類
も
上
っ
て
い
る
。
今
、

剤
子
二
つ
を
挙
げ
て
彼
の
活
動
と
思
想
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
。
「
応
詔
論
事
奉
状
」
（
『
著
作
集
』
二
）
は
、
前
述
の
紹
興
四
年

末
の
高
宗
親
征
が
成
功
し
、
金
斉
連
合
軍
が
引
き
上
げ
た
の
を
承
け
て
出
さ
れ
た
、
紹
興
五
年
正
月
丁
巳
の
「
敵
軍
引
き
上
げ
の
利

害
を
條
具
せ
よ
」
と
の
詔
（
『
要
録
』
八
四
）
に
応
じ
た
も
の
で
、
要
旨
は
次
の
言
葉
に
尽
き
る
。

　
　
今

日
、
政
治
の
本
に
三
有
り
。
一
に
曰
く
心
を
正
し
く
し
意
を
誠
に
す
。
二
に
曰
く
君
子
小
人
を
弁
ず
。
三
に
曰
く
朋
党
を
消

　
　
す
。
三
者
既
に
至
れ
ば
、
則
ち
外
患
慮
ふ
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
惟
だ
陛
下
心
を
正
し
く
し
意
を
誠
に
し
、
以
て
君
子
小

　
　
人

を
弁
じ
て
朋
党
の
自
る
所
を
消
せ
。
臣
窃
か
に
以
為
ら
く
、
今
日
難
難
の
時
、
萄
も
此
の
三
者
既
に
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
其

　
　
の
除
は

労
せ
ず
し
て
正
し
か
ら
ん
。

「
顛
難
の
時
」
を
自
覚
し
て
な
お
皇
帝
に
「
正
心
誠
意
」
と
い
う
内
面
的
道
徳
を
第
一
に
求
め
る
点
、
洛
学
派
の
面
目
躍
如
た
り
と

言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
寅
冬
上
殿
剖
子
」
で
は
『
春
秋
』
を
聖
人
の
経
世
の
大
法
と
し
、
「
帝
王
の
学
は
其
の
至
り
を
得
て
諸
を
事

業
に
措
く
に
在
り
」
と
言
っ
た
が
、
「
諸
を
事
業
に
措
く
」
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
其
の
至
り
を
得
」
る
こ
と
に
こ
そ
「
帝

王
の

学
」
が
在
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
紹
興
五
年
の
「
卯
三
月
二
十
四
日
面
対
剤
子
＝
（
『
著
作
集
』
二
）
に
言
う
、

　
　
前
聖
後
聖
其
の
伝
ふ
る
所
の
者
、
山
豆
に
方
朋
の
間
に
拘
ら
は
ん
や
。
所
謂
聖
人
の
道
を
伝
ふ
る
と
は
、
其
の
道
を
伝
ふ
る
に
非

　
　
ざ
る
な
り
、
其
の
心
を
伝
ふ
る
な
り
。
聖
人
の
心
を
伝
ふ
る
に
非
ず
、
己
の
心
を
伝
ふ
る
な
り
。
人
の
心
、
拡
し
て
之
を
充
た

　
　

さ
ば
、
以
て
天
地
に
参
た
る
べ
く
、
以
て
化
育
を
賛
く
べ
し
。
…
…
故
に
天
下
国
家
を
治
む
る
は
、
必
ず
正
心
誠
意
に
本
つ
く
。

　
　

…
…
心
既
に
正
し
け
れ
ば
、
意
其
れ
誠
な
ら
ざ
る
有
ら
ん
や
。
帝
王
の
治
、
未
だ
此
れ
に
本
つ
か
ざ
る
者
有
ら
ず
。

彼
が

皇
帝
に
求
め
る
「
正
心
誠
意
」
と
は
、
「
心
を
拡
充
し
て
天
地
の
化
育
を
賛
け
る
」
境
地
に
至
る
た
め
の
心
術
で
あ
る
。
ま
さ
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し
く
『
中
庸
』
と
『
大
学
』
に
拠
る
聖
人
像
を
〈
心
〉
を
軸
に
し
て
描
き
出
し
、
そ
れ
を
「
帝
王
の
学
」
と
し
て
皇
帝
に
求
め
た
の

で

あ
る
。
洛
学
を
正
統
視
す
る
趙
鼎
政
権
下
、
高
宗
も
ま
た
紹
興
六
年
（
一
一
三
六
）
正
月
、
孫
近
・
劉
大
中
を
侍
読
・
侍
講
と
す
る

折
の

制
に
、
王
安
石
の
邪
説
に
よ
っ
て
「
学
士
大
夫
の
心
術
大
壊
陵
夷
」
し
た
か
ら
「
朕
方
に
邪
を
閑
ぎ
誠
を
存
し
心
を
正
し
く
し

て
以
て
百
官
を
正
し
、
推
し
て
天
下
の
心
に
至
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
要
録
』
九
七
・
辛
卯
）
。
王
頻
の
言
う
「
帝
王
の
学
」
は

受

け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
皇
帝
に
内
面
的
道
義
性
を
求
め
る
「
帝
王
の
学
」
の
主
張
は
、
頻
の
門
人
陳
長
方
に
受
け
継
が

れ
て
い

っ

た
（
『
唯
室
集
』
一
「
帝
学
論
」
参
照
）
。

　
さ
て
、
頻
は
『
重
修
神
宗
実
録
五
十
巻
』
（
五
年
九
月
上
呈
）
及
び
同
二
百
巻
修
訂
に
携
わ
っ
た
後
、
紹
興
六
年
十
二
月
の
趙
鼎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

宰
相
辞
任
（
『
要
録
』
一
〇
七
）
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
自
ら
外
補
を
弓
い
（
「
墓
誌
」
）
、
七
年
正
月
に
常
州
通
判
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
八
年
五
月
の
授
左
宣
義
郎
も
筆
削
の
功
に
よ
り
（
「
勅
詞
四
」
）
、
九
年
十
月
に
も
「
朱
墨
の
異
同
を
核
し
て
成
な
其
の
当

を
得
」
と
し
て
奨
諭
を
賜
っ
て
い
る
（
「
勅
詞
五
」
）
。
ま
た
朱
震
・
胡
安
国
・
サ
惇
が
頻
を
推
挙
し
た
と
い
う
（
「
墓
誌
」
）
。
紹
興

十
三
年

十
一
月
常
州
通
判
の
期
が
満
ち
る
と
、
王
頻
は
震
沢
へ
還
り
、
翌
年
冬
に
は
妻
胡
氏
を
亡
く
し
た
（
『
著
作
集
』
二
「
答
呂

舎
人

書
」
）
。
こ
の
家
居
は
主
管
台
州
崇
道
観
の
祠
禄
官
を
奉
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
宮
観
官
は
自
ら
望
ん
だ
の
で
な
け
れ
ば
既
降

の
意
味
を
持
つ
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
『
要
録
』
紹
興
十
六
年
八
月
の
勒
停
の
記
事
に
「
左
承
議
郎
⌒
従
七
品
）
主
管
台
州
崇
道
観
王

頻
特
勒
停
」
（
巻
一
五
五
・
己
亥
∀
と
あ
り
、
階
官
は
十
一
年
九
月
通
判
常
州
に
除
せ
ら
れ
た
時
の
左
宣
教
郎
（
従
八
品
）
よ
り
進
ん
で

い

る
か
ら
、
こ
の
間
に
既
降
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
累
疾
病
」
（
「
答
呂
舎
人
書
」
）
と
老
齢
を
理
由
に
自
ら
望
ん
で
得
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
十
三
年
末
か
ら
は
、
震
沢
に
て
静
か
に
門
人
に
教
え
る
時
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
。
勒
停
の
事
情
は
、
『
四
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

聞
見
録
』
に
よ
れ
ば
、
十
四
歳
の
猶
子
王
誼
が
書
塾
で
天
子
承
認
の
文
書
（
御
批
）
を
ま
ね
て
「
秦
檜
を
斬
り
て
以
て
天
下
に
謝
す
べ
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し
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
、
下
僕
の
手
を
通
し
て
朝
廷
に
達
し
て
し
ま
っ
た
。
既
に
秦
檜
専
権
の
時
代
で
あ
っ
た
。
頻
は
こ
れ
に
坐
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま

た

の

で

あ
る
。
筆
者
葉
紹
翁
は
「
頻
本
将
に
大
用
に
階
ら
ん
と
す
る
に
、
猶
子
の
故
を
以
て
、
旋
ち
他
事
を
以
て
言
者
の
列
ぬ
る

所

と
為
り
、
坐
し
て
家
に
廃
す
と
云
ふ
」
と
締
め
括
る
。
館
職
は
将
来
大
用
さ
れ
る
べ
き
優
秀
な
人
材
の
プ
ー
ル
と
い
う
意
味
を
持

つ
。
し
か
し
、
恐
ら
く
自
ら
望
ん
で
奉
祠
家
居
し
て
い
た
王
蹟
自
身
は
、
さ
ほ
ど
に
落
胆
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
時

清
け
れ
ば
以
て
出
仕
す
べ
し
」
で
あ
っ
た
。
久
し
く
し
て
左
承
議
郎
主
管
台
州
崇
道
観
に
復
し
、
引
年
致
仕
し
た
。
官
は
左
朝
奉
郎

（正
七

品
∀
に
至
っ
た
。
紹
興
二
十
三
年
二
一
五
三
）
五
月
戊
午
、
震
沢
の
家
に
卒
し
た
（
「
墓
誌
」
ほ
か
）
。

　
嘉
煕
元
年
ニ
ニ
三
七
）
、
平
江
府
知
府
王
遂
が
王
頻
と
門
人
陳
長
方
・
楊
邦
弼
を
府
学
に
祠
り
（
「
因
依
申
状
」
）
、
宝
祐
元
年
二

二
五

三
）
、
郷
人
沈
義
甫
が
震
沢
に
像
を
立
て
、
陳
長
方
・
楊
邦
弼
と
と
も
に
祀
っ
て
「
三
賢
祠
」
と
号
し
た
が
、
明
の
弘
治
、
莫

旦
の

『
呉
江
志
』
修
史
の
時
に
は
既
に
廃
さ
れ
て
い
た
。
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三
　
従
学

　
王

頻
の
伝
記
類
の
中
に
は
、
師
を
二
程
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
（
次
頁
の
表
参
照
）
、
程
顯
は
一
〇
八
五
年
六
月
に
没
し
て
お
り
三
河

南
程
氏
文
集
』
一
一
「
明
道
先
生
行
状
」
）
、
頻
の
生
年
は
一
〇
八
二
年
（
「
墓
誌
」
）
で
、
頻
が
明
道
に
直
接
対
面
し
て
従
学
し
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
伊
川
へ
の
従
学
は
、
先
の
胡
安
国
の
書
簡
や
頻
の
門
人
周
憲
等
の
記
録
し
た
「
震
沢
記
善
録
」
に
徴
し
て
明

ら
か
で
、
初
め
て
伊
川
に
見
え
た
時
、
侍
立
七
十
余
日
、
何
も
語
ら
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
（
『
北
牌
茨
繰
録
』
）
、

従

学
の
時
期
と
な
る
と
明
瞭
で
な
い
。
と
い
う
の
は
、
王
頻
は
伊
川
の
文
集
に
も
『
河
南
程
氏
遺
書
』
に
も
登
場
し
な
い
。
『
河
南



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
2
）

程
氏
外
書
』
に
は
巻
十
二
に
「
震
沢
語
録
」
か
ら
六
条
、
巻
九
に
「
春
秋
録
拾
遺
」
と
し
て
頻
の
「
春
秋
録
」
の
十
二
条
を
収
録
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
2
3
）

る
が
、
朱
蕪
に
よ
る
こ
れ
ら
の
書
目
へ
の
注
記
を
含
め
て
も
、
登
場
は
僅
か
に
五
度
、
し
か
も
そ
の
い
ず
れ
も
が
従
学
年
代
を
限
定

す

る
も
の
で
は
な
い
。
頻
の
生
年
と
伊
川
の
卒
年
（
一
一
〇
七
）
と
を
考
慮
す
る
と
、
元
々
さ
ほ
ど
の
幅
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
が
、

伊

川
が
一
〇
九
七
年
の
末
に
浩
州
編
管
と
な
り
、
＝
○
○
年
に
洛
陽
に
帰
っ
た
（
桃
名
達
『
程
伊
川
年
譜
』
）
こ
と
か
ら
、
頻
の
入

門
従
学
の
場
所
を
通
し
て
年
代
を
推
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
伝

記
資
料
を
場
所
と
引
用
剖
子
類
、
朝
廷
へ
の
薦
者
を
も
と
に
分
類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
書
名
の
省
略
は
本
論
末
尾
の

一
覧

参

照
。
引
用
剤
子
類
は
、
一
1
1
寅
冬
上
殿
剖
子
一
、
二
‖
寅
冬
上
殿
剤
子
二
、
三
‖
寅
冬
上
殿
剤
子
三
、
卯
‖
卯
三
月
二
十
四

日
面
対
剖
子
、
奉
1
1
応
詔
論
事
奉
状
で
あ
る
。

墓
誌

言
行
外
録

道
南
源
委

淵
源
考

国
史
伝

因
依
申
状

萢
志

集
呉
志

　

従
学
場
所

　
　

無

　
　

無

　
　

無

　
　

無

（師
事
河
南
程
願
）

　
　

無

　
　

無

伊

川
程
先
生
在
浩
陵
及
洛
陽

引
用
剖
子
類

　
三
、
卯

　

三
、
卯

　

三
、
卯

　

三
、
卯

一

、
二
、
奉

一
、

二
、
三
、
奉

　

奉

　

奉

推
薦
者

孫
佑

孫
佑

孫
佑

孫
祐

孫
佑

孫
祐

孫
佑
孫
佑
＋
趙
鼎

伯
起
説
明

　
　
24

字

　
　
無

　
　
無

　
　
無

　
　
無

　
　
無

　
　
無

　
　
62

字

伯
起
伝

　
無

　
無

　
有ー無ー
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盧
志

莫
志

姑
蘇
志

徐
志

震
沢
県
志

宋
史
翼

「集
呉
志
」

伊

川
程
先
生
在
浩
陵
及
洛
陽

伊
川
程
先
生
在
浩
陵
及
洛
陽

二
程
在
洛

二
程
在
洛

二
程
在
洛

二
程
在
洛

奉奉奉奉奉奉

孫
佑
＋

趙
鼎

孫
佑
＋
趨
鼎

孫
佑
＋
趙
鼎

孫
祐
＋
趙
鼎

孫
佑
＋
趙
鼎

孫
佑
＋
趙
鼎

8　　イ白　　45　44　1白　　52

字父字字父字

　
　
　
　

は
全
文
の
殆
ど
が
　
　
　
　
と
同
じ
で
あ
る
が
、
成
立
・
撰
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
宋
代
の
記
事

で
は
す

べ
て
従
学
場
所
の
記
述
は
な
く
、
洛
説
や
浩
陵
及
洛
陽
説
は
明
以
後
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
学
場
所
の
記
述
の
な
い
『
言

行
外

録
』
『
道
南
源
委
』
『
淵
源
考
』
の
道
学
史
三
書
の
頻
伝
は
、
引
用
剤
子
の
文
言
、
薦
者
、
全
体
の
構
成
と
文
言
か
ら
見
て
同
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
∀

統

で
、
そ
の
元
は
「
墓
誌
」
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
『
盧
志
』
『
莫
志
』
『
姑
蘇
志
』
等
は
、
『
萢
志
』
の
「
応
詔
論
事
奏
状
」
の
節
略
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

用
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
襲
う
。
『
萢
志
』
は
全
体
に
簡
略
な
記
述
だ
が
、
記
事
の
配
列
と
文
言
か
ら
見
て
「
国
史
伝
」
に
非
常
に
近
い
。

『
盧
志
』
以
後
の
諸
書
は
叙
述
の
配
列
及
び
文
言
の
面
か
ら
見
て
同
系
統
の
も
の
で
、
「
国
史
伝
」
（
或
い
は
『
萢
志
』
）
を
範
と
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
従
学
」
前
後
の
記
事
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
世
父
伯
起
の
命
で
従
学
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
従

っ

て
、
従
学
場
所
の
記
述
は
王
伯
起
の
記
事
の
添
入
に
伴
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
、
浩
陵
及
洛
陽
説
の
『
盧
志
』
と
『
莫

志
』
の
従
学
命
令
ま
で
の
記
事
を
見
る
。

『
盧

志
』
　
王
頻
字
信
伯
、
父
仲
挙
、
福
州
福
清
人
。
頻
出
匿
伯
父
伯
起
後
。
伯
起
字
聖
時
、
居
呉
江
震
沢
。
少
入
京
師
、
受
経
於
王

　
　
　
　

介
甫
、
学
文
於
曽
子
某
、
遊
曽
宣
靖
公
公
亮
父
子
間
、
挙
進
士
不
第
。
題
其
居
日
酉
室
。
有
詩
号
唱
道
野
集
。
伊
川
程

（園
第
）

有
（第
宅
）

無有

　
　
〔
2
4
）

有

一 98一



　
　
　
　

先
生
在
浩
陵
及
洛
陽
、
命
頻
従
游
。

『
莫
志
』
　
宋
左
朝
奉
郎
福
清
先
生
王
公
頻
、
字
信
伯
。
其
先
閾
之
福
清
人
。
自
其
父
仲
挙
出
継
伯
父
伯
起
後
。
居
呉
江
之
震
沢
鎮
、

　
　
　
　

遂
為
呉
人
。
伊
川
先
生
在
浩
陵
及
洛
陽
、
命
先
生
従
之
游
。

『
盧
志
』
の
伯
起
の
記
事
は
、
伯
起
の
詩
集
『
唱
道
野
集
』
の
楊
邦
弼
序
を
節
略
添
入
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
4
参
照
｝
。
『
莫
志
』
頻

伝
で
は

そ

こ
を
簡
略
化
し
、
別
に
伯
起
伝
を
立
て
る
に
至
っ
て
い
る
。
巻
十
一
隠
逸
の
王
伯
起
伝
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
王

伯
起
字
聖
時
、
震
沢
鎮
人
。
少
游
京
師
、
受
経
干
王
介
甫
、
学
文
干
曽
南
豊
、
游
曽
宣
靖
公
〃
亮
父
子
間
。
挙
進
士
不
第
、

　
　
遂

隠
去
。
名
所
居
日
酉
室
。
司
諌
江
公
望
記
之
日
、
此
吾
畏
友
、
未
嘗
妄
干
人
者
也
。
聞
伊
川
先
生
在
浩
陵
、
命
其
子
頻
従
之

　
　
游
、
為
程
門
高
弟
。
伯
起
所
作
詩
文
日
唱
道
野
集
。
頻
之
門
人
中
書
楊
邦
弼
序
之
。
年
九
十
三
卒
。
贈
右
宣
教
郎
。
要
楊
氏
、

　
　
贈
令
人
。

『
盧
志
』
同
様
に
楊
邦
弼
の
序
に
拠
り
な
が
ら
江
公
望
「
酉
室
記
」
か
ら
も
引
い
て
、
い
か
に
も
収
集
し
た
資
料
を
整
理
接
合
し
た

と
の
観
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
聞
伊
川
先
生
在
浩
陵
」
と
「
年
九
十
三
卒
。
贈
右
宣
教
郎
。
要
楊
氏
、
贈
令
人
」
に
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
既
に
頻
の
「
墓
誌
」
に
「
贈
右
宣
教
郎
。
室
察
氏
胡
氏
、
前
卒
、
倶
贈
安
人
」
と
あ
る
が
、
九
十

三

と
い
う
卒
年
齢
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
莫
旦
は
景
泰
甲
戌
二
四
五
四
年
）
に
『
大
明
一
統
志
』
の
た
め
の
原
稿
を
進
呈
後
、
そ
れ

に
洪
武
戊
午
二
三
七
八
）
と
永
楽
戊
戌
二
四
一
八
）
の
奉
文
纂
修
志
稿
等
を
合
わ
せ
、
『
箔
志
』
『
盧
志
』
及
び
諸
史
を
参
照
し
、
「
百

氏
の
古
今
の
碑
刻
譜
牒
と
夫
の
故
老
の
伝
請
す
る
所
、
平
日
の
見
聞
す
る
所
と
は
一
々
之
を
録
し
て
以
て
編
輯
に
備
」
え
、
三
十
五

年
を
か
け
て
『
呉
江
志
』
二
十
二
巻
と
し
た
。
そ
の
際
、
伝
・
志
銘
・
行
状
は
「
其
の
要
語
を
節
取
」
し
た
と
い
う
戸
『
莫
志
』
自

序
及
び
呉
江
志
凡

例
）
。
伯
起
の
墓
誌
・
行
状
の
類
は
現
在
伝
わ
ら
な
い
が
、
莫
旦
が
目
に
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
あ
る
い
は
「
浩
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陵
」
も
「
年
九
十
三
」
も
、
「
故
老
の
伝
諦
す
る
所
、
平
日
の
見
聞
す
る
所
」
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
従
学
場
所
と

し
て
浩
陵
説
を
か
な
り
重
く
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
の
『
震
沢
県
志
』
伯
起
伝
は
、
『
莫
志
』
を
襲
っ
て
い
る
。

　
次
に
『
姑
蘇
志
』
等
の
洛
説
を
検
討
す
る
。
『
盧
志
』
『
莫
志
』
と
『
姑
蘇
志
』
と
の
大
き
な
違
い
は
、
『
姑
蘇
志
』
に
王
架
・
伯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
7
）

虎
・
仲
挙
の
記
事
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
四
庫
提
要
に
よ
る
と
、
明
弘
治
中
の
呉
寛
ら
に
よ
る
未
完
の
志
稿
を
も
と
に
、

王
整
が
郡
人
杜

啓
・
祝
允
明
・
察
羽
・
文
壁
〔
徴
明
）
ら
と
討
論
更
訂
し
て
『
姑
蘇
志
』
を
成
し
た
と
い
う
。
王
整
の
『
姑
蘇
志
』
序

は

正

徳
紀
元
二
五
〇
六
）
二
月
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
呉
寛
と
祝
允
明
と
は
王
氏
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
呉
寛
は
『
王
氏
文
集
』
（
王
果

『
麟
角
集
』
と
王
伯
虎
『
過
庭
集
』
と
の
総
題
）
を
家
蔵
し
、
『
王
著
作
集
』
の
再
編
刊
行
者
と
な
る
王
観
が
彼
を
訪
ね
て
補
訂
し
た

　
　
　
　
｛
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

よ
う
で
あ
る
。
寛
は
王
頻
が
高
宗
か
ら
受
け
た
奨
諭
な
ど
の
王
氏
の
家
乗
に
祓
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
覧
す
る
限
り
、
呉
寛

に
は
頗
が
程
伊
川
の
門
人
で
あ
る
と
の
認
識
は
あ
っ
た
が
（
「
践
宋
高
宗
奨
諭
著
作
郎
王
頻
救
」
）
、
従
学
の
命
や
場
所
に
は
触
れ
な

い
。
従
っ
て
、
王
栗
と
伯
虎
に
つ
い
て
は
、
如
上
の
経
緯
か
ら
呉
寛
の
得
た
知
識
が
『
姑
蘇
志
』
編
修
に
活
か
さ
れ
た
こ
と
が
充
分

に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
姑
蘇
志
』
編
集
者
の
一
人
祝
允
明
は
、
娘
が
王
観
の
子
穀
禎
に
嫁
い
で
お
り
、
王
氏
の
家
系
に
つ
い
て
「
之

を
知
る
こ
と
尤
も
詳
し
」
く
（
「
王
氏
復
墓
記
碑
陰
」
）
、
後
に
は
王
観
の
墓
誌
銘
を
書
い
た
ほ
ど
で
あ
る
（
注
3
参
照
）
。
従
っ
て
允

明
は
伯
起
の
従
学
命
令
な
ど
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
姑
蘇
志
』
編
修
は
先
行
す
る
『
盧
志
』
を

参

照
し
て
い
る
。
な
お
且
つ
祝
允
明
が
王
頻
伝
を
担
当
し
て
、
彼
が
従
学
場
所
を
『
盧
志
』
の
「
浩
陵
及
洛
陽
」
か
ら
「
洛
」
に
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

め

た
の
で
あ
る
な
ら
、
洛
説
の
信
懸
性
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
彼
は
「
人
物
」
の
編
修
に
は
当
た
っ
て
い
な
い
。

　

頻
伝
の

撰
者
が

誰
で
あ
る
に
せ
よ
、
『
盧
志
』
を
参
照
し
て
な
お
「
洛
」
に
更
め
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
を
期
待
し
た
い
の

だ

が
、
従
学
場
所
と
同
時
に
「
伊
川
程
先
生
」
を
「
二
程
」
と
改
め
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ど
う
も
怪
し
く
な
る
。
『
著
作
集
』
巻

一 100一



一

「
伝
道
支

派
」
に
は
、
伊
川
の
み
な
ら
ず
明
道
の
弟
子
と
し
て
も
王
信
伯
の
名
を
列
ね
て
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
頻
が
明
道
に

直
接
師
事
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
頻
が
明
道
の
門
人
で
も
あ
る
の
は
、
語
録
等
を
通
じ
て
で
あ
り
、
二
程
を
総
じ
て
言
う
所

の

「
洛

学
」
（
程
氏
の
学
）
を
学
ぶ
弟
子
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
『
姑
蘇
志
』
の
「
二
程
在
洛
」
と
そ
れ
に
続
く
従
学
の
命

は
、
「
洛
学
が
興
っ
た
の
で
頻
に
学
ば
せ
た
」
ほ
ど
の
意
味
し
か
持
た
な
い
。
つ
ま
り
、
王
頻
が
程
門
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
だ
け

で

良
し
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
師
と
従
学
場
所
と
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
恐
ら
く
頻
伝
担
当
者

は
、
王
栗
や
伯
虎
の
知
識
を
得
て
頻
の
家
譜
に
力
を
注
ぎ
、
洛
学
内
の
二
程
の
別
や
従
学
場
所
と
い
っ
た
細
か
な
点
に
は
さ
ほ
ど
の

重
要
性
を
認
め
ず
、
安
易
に
『
盧
志
』
の
「
伊
川
程
先
生
在
浩
陵
及
洛
陽
」
を
「
二
程
在
洛
」
に
書
き
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

『
姑
蘇
志
』
の
「
二
程
在
洛
」
に
比
べ
る
と
、
『
盧
志
』
『
莫
志
』
頻
伝
の
伊
川
ー
沽
陵
洛
陽
説
、
及
び
『
莫
志
』
伯
起
伝
の
伊
川

ー
浩
陵
説
に
は
、
師
及
び
従
学
場
所
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
思
が
働
い
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
こ
の
浩
陵
洛
陽
説
と

浩
陵
説
と
は
対
立
矛
盾
す
る
す
る
も
の
で
は
な
い
。
浩
陵
で
従
学
し
始
め
、
引
き
続
き
洛
陽
で
従
学
し
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
固
よ

り
編
管
の
身
で
あ
れ
ば
、
伊
川
に
さ
ほ
ど
の
自
由
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
『
郡
子
聞
見
録
』
に
「
党
禍
起
こ
り
、
浩
州
に
請

せ

ら
る
。
先
生
周
易
に
注
し
門
弟
子
と
講
学
し
て
、
以
て
憂
と
為
さ
ず
」
二
五
）
と
あ
る
。
ま
た
謝
提
宛
の
伊
川
の
書
信
に
「
来
春

江
水
穏
善
と
な
ら
ば
、
授
く
る
所
有
る
を
候
つ
、
能
く
一
た
び
訪
は
ば
甚
だ
佳
か
ら
ん
」
と
言
う
（
『
文
集
』
九
「
与
金
堂
謝
君
書
」
）
。

日
付
け
は
十
一
月
初
九
日
、
眺
名
達
『
程
伊
川
年
譜
』
は
一
〇
九
八
年
の
こ
と
と
す
る
。
更
に
は
伊
川
自
身
が
出
歩
く
こ
と
も
あ
っ

た
。
編
管
中
、
浩
陵
の
人
誰
定
と
と
も
に
北
山
の
洞
に
遊
び
、
浩
人
は
そ
こ
を
「
読
易
洞
」
と
名
づ
け
た
と
い
う
（
『
宋
史
』
四
五

九
誰
定
伝
）
。
眺
氏
は
一
〇
九
九
年
の
こ
と
と
す
る
。
浩
陵
に
お
い
て
入
門
従
学
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、

王

頻
は
浩
陵
に
て
一
〇
九
八
・
九
年
、
十
七
・
八
才
で
伊
川
に
入
門
し
た
と
考
え
る
。
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一
方
、
＝
○
○
年
以
後
に
王
頻
が
程
門
に
在
っ
た
こ
と
は
、
紹
興
二
十
一
年
（
＝
五
一
）
立
秋
の
日
付
け
の
あ
る
「
題
張
思
叔

書

後
」
に
窺
え
る
。
張
思
叔
は
「
伊
川
先
生
浩
陵
よ
り
帰
り
、
遂
に
業
を
受
け
」
、
伊
川
の
死
の
翌
年
二
↓
〇
八
）
に
亡
く
な
っ
た
。

　
　
先
生
の

門
、
晩
進
す
る
も
の
甚
だ
多
し
。
然
る
に
之
を
得
る
こ
と
多
く
、
之
を
行
ふ
こ
と
力
む
る
は
、
未
だ
能
く
思
叔
に
及
ぶ

　
　
者
有
ら
ず
。
思
叔
明
敏
に
し
て
疎
通
し
、
学
問
深
く
造
る
。
真
に
有
用
の
才
な
り
。
偶
々
痛
中
に
於
い
て
思
叔
の
書
二
紙
を
得
、

　
　
其
の
中
年
に
し
て
亡
す
る
を
惜
し
み
、
之
が
為
に
恨
然
た
り
。
（
『
著
作
集
』
二
）

頻
は

思
叔

と
同
時
に
従
学
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
頻
が
い
つ
ま
で
従
学
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
伊
川
の
死
二

一
〇

七
年
）
以
前
に
震
沢
に
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
従
学
問
題
検
討
の
終
わ
り
に
、
楊
時
に
師
事
し
た
と
す
る
説
に
触
れ
て
お
く
。
『
四
朝
聞
見
録
』
に
「
震
沢
王
頻
、
少
く

し
て
亀
山
に
師
事
す
」
（
甲
集
「
布
衣
入
館
」
）
と
あ
る
。
楊
時
は
一
〇
九
三
年
五
月
に
洛
陽
で
初
め
て
伊
川
に
師
事
し
、
翌
一
〇
九

四
年
か

ら
知
潭
州
測
陽
県
事
と
し
て
任
地
に
赴
き
、
一
〇
九
八
年
に
南
剣
に
帰
り
、
同
八
月
京
師
へ
赴
い
た
（
『
楊
亀
山
先
生
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
3
1
｝

巻
首
年
譜
）
。
伊
川
へ
の
従
学
以
前
に
楊
時
に
師
事
し
た
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
伊
川
従
学
後
と
す
る
説
も
あ
る
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
3
2
）

か

し
『
著
作
集
』
の
頻
の
言
葉
に
は
、
楊
時
は
二
度
し
か
登
場
し
な
い
。
楊
時
の
頻
を
評
し
た
言
葉
も
、
「
同
門
の
後
来
」
⌒
「
墓
誌
」
）

ま
た
は
「
後
来
師
門
」
（
「
国
史
伝
」
）
で
あ
っ
て
、
頻
を
伊
川
を
師
と
す
る
同
門
の
一
人
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
、
前
章

に
触
れ
た
楊
時
一
派
の
隆
盛
ー
頻
の
門
人
章
憲
・
章
葱
兄
弟
も
楊
時
に
従
游
し
た
こ
と
が
あ
り
（
『
楊
亀
山
先
生
集
』
三
五
「
章
端

叔
墓
誌

銘
」
）
、
楊
時
が
祠
を
請
う
て
砒
陵
か
ら
南
下
し
た
建
炎
二
年
（
＝
二
八
）
冬
に
は
、
先
を
争
っ
て
彼
に
会
お
う
と
す
る
呉

中
の
学
士
大
夫
の
中
に
頻
の
門
人
陳
長
方
も
い
た
（
『
唯
室
集
』
五
「
陳
唯
室
先
生
行
状
」
）
と
い
う
よ
う
な
楊
時
尊
崇
の
状
況
が
、

楊
時
門
人
説
の
出
所
で
あ
ろ
う
。

102一



四

　
門
人
交
遊

　
震

沢
学
案
で
は
頻
の
門
人
と
し
て
次
の
十
七
名
の
名
を
挙
げ
る
。
陳
長
方
・
少
方
、
楊
邦
弼
、
章
憲
・
葱
、
周
憲
、
萢
如
圭
、
曽

幾
、
陸
景
瑞
、
宋
宜
之
、
曽
逮
、
方
嘉
、
林
光
朝
、
陸
九
淵
、
暑
明
中
、
陳
戌
。
こ
の
う
ち
萢
如
圭
、
曽
幾
、
林
光
朝
、
陸
九
淵
は

震
沢
学
案
で
は
門
人
と
し
て
名
を
載
せ
る
の
み
で
あ
る
。

　
陳
長
方
（
字
斉
之
、
＝
〇
八
－
二
四
八
）
・
少
方
（
字
同
之
、
一
一
〇
九
i
一
＝
二
〇
）
兄
弟
は
福
州
閏
県
の
人
。
父
洗
は
游
酢

に
従
游
し
、
陳
灌
と
交
わ
っ
た
洛
学
派
で
あ
っ
た
（
『
盧
志
』
な
ど
）
。
胡
百
能
「
陳
唯
室
先
生
行
状
」
（
『
唯
室
集
』
五
）
に
よ
れ
ば
、

一
一
二

一
年
、
長
方
十
四
歳
の
時
に
父
洗
が
亡
く
な
る
と
母
の
実
家
呉
の
林
旦
の
家
に
身
を
寄
せ
、
王
頻
を
程
門
と
聞
い
て
従
学
し

た
。
入
門
後
、
長
方
は
年
十
八
で
（
＝
二
五
年
）
『
伊
洛
答
問
』
を
叙
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
頻
へ
の
入
門
は
一
一
二
一
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

一

＝
一
五
年
の
間
で
あ
る
。
長
方
は
『
上
察
語
録
』
中
に
混
入
し
て
い
た
江
民
表
の
語
を
弁
別
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
呂
大
臨
は
晩

年
自
ら
の
『
中
庸
大
義
』
を
改
訂
し
た
が
、
当
時
そ
れ
は
程
明
道
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
少
方
は
直
ち
に
呂
大
臨
の
書
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
3
5
）

と
を
見
抜
い
た
と
い
う
（
『
唯
室
集
』
三
「
銘
弟
墓
」
）
。
陳
長
方
は
楊
時
、
テ
惇
に
見
え
（
『
遺
書
』
一
七
）
、
楊
時
の
門
人
張
九
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
3
6
）

や

惇
の

門
人
黄
循
聖
、
張
九
成
の
講
友
施
徳
操
、
門
人
奨
光
遠
等
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
胡
峰
の
子
百
能
は
陳
長
方
に
従
游
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

頻
の
弟
蒲
の
子
大
成
も
彼
に
師
事
し
た
。
章
憲
（
字
叔
度
、
生
卒
年
不
詳
｝
・
葱
李
季
明
、
一
二
二
〇
年
没
）
兄
弟
は
、
陳
長
方
兄
弟

　
　
　
　
　
　
⌒
3
8
∀

と
ほ
ぼ
同
時
期
に
頻
を
程
門
と
聞
い
て
入
門
し
た
。
父
章
甫
（
字
端
叔
、
一
〇
四
五
－
一
一
〇
六
）
は
も
と
浦
城
の
人
で
呉
に
徒
っ
た
。

娘
が
呂
本
ヰ
の
弟
、
呂
祖
謙
の
祖
父
で
弄
惇
門
人
で
あ
る
呂
棚
中
に
嫁
い
で
い
る
（
「
章
端
叔
墓
誌
銘
」
）
。
憲
と
葱
は
楊
時
や
朱
震
、
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そ

し
て
呂
本
中
に
も
従
游
し
た
。
彼
ら
は
周
憲
と
と
も
に
「
紫
微
（
呂
本
中
）
学
案
」
に
も
名
を
載
せ
る
。
憲
は
春
秋
に
通
じ
、
著

『
復
軒
集
』
に
は
曽
幾
が
序
を
書
い
た
と
い
う
（
『
萢
志
』
ほ
か
）
。
楊
邦
弼
（
字
良
佐
、
？
1
一
一
六
〇
）
も
浦
城
の
人
、
楊
億
の
四

世
の

孫
で

あ
る
。
王
頻
に
従
学
し
て
遂
に
家
を
震
沢
に
徒
し
た
。
頻
へ
の
入
門
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
進
士
第
三
と
な
る
紹
興
十

二
年
以
前
、
一
二
二
〇
年
代
中
頃
で
あ
ろ
う
か
。
頻
の
従
子
王
誼
や
常
熟
の
人
王
伯
広
（
字
師
徳
）
が
楊
邦
弼
に
師
事
し
た
。

　
宋
宜
之
（
字
宮
教
、
生
卒
年
不
詳
）
は
紹
興
十
二
年
（
二
四
二
）
か
ら
翌
年
ま
で
常
州
に
て
従
学
し
た
（
注
2
0
参
照
）
。
彼
は
周
憲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
3
9
）

頻
語
録
に
四
条
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
曽
逮
（
字
仲
躬
、
生
卒
年
不
詳
）
は
曽
幾
（
後
述
）
の
子
で
、

同
じ
く
語
録
に
一
条
添
え
て
、
「
逮
昔
者
先
生
に
砒
陵
震
沢
に
従
ふ
を
獲
」
と
言
う
。
頻
の
通
判
の
任
期
の
満
ち
る
紹
興
十
三
年
二

一
四

三
）
前
後
の
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
曽
逮
が
張
九
成
に
作
文
の
要
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
た
こ
と
が
、
『
拙
斎
文
集
』
巻
一
記
聞

上

に
見
え
る
。
周
憲
（
字
可
則
、
信
州
永
豊
の
人
。
生
卒
年
不
詳
）
は
「
震
沢
記
善
録
」
の
母
体
と
な
る
頻
語
録
を
残
し
た
。
そ
の
後

に

付

さ
れ
た
祓
に
よ
る
と
、
師
の
呂
本
中
が
＝
四
五
年
七
月
に
死
ぬ
と
（
『
要
録
』
一
五
四
）
、
周
憲
は
生
前
の
師
の
勧
め
と
曽
幾

の

勧
め
に
従
っ
て
王
頻
に
師
事
し
、
二
年
し
て
信
州
上
饒
の
曽
幾
の
も
と
に
帰
っ
た
と
い
う
。
従
っ
て
周
憲
の
頻
へ
の
従
学
は
一
一

四
五
年
か

ら
一
一
四
七
年
ま
で
で
あ
る
。

　
次
に
、
震
沢
学
案
で
は
名
の
み
挙
げ
ら
れ
る
者
を
見
る
。
萢
如
圭
（
字
伯
達
、
＝
〇
二
ー
＝
六
〇
）
は
建
陽
の
人
、
胡
安
国
に

　
　
　
（
4
0
）

師
事
し
た
。
彼
と
頻
と
の
交
渉
は
「
震
沢
記
善
録
」
に
一
条
だ
け
見
え
る
。

　
　
先
生
館
中
に
在
り
し
時
、
萢
伯
達
如
圭
云
ふ
、
「
天
下
仁
に
帰
す
」
（
『
論
語
』
顔
淵
）
と
は
、
只
だ
是
れ
物
物
皆
吾
が
仁
に
帰

　
　
す
る
な
り
、
と
。
先
生
窓
を
指
さ
し
て
問
ひ
て
曰
く
、
此
れ
還
た
仁
に
帰
す
る
や
否
や
、
と
。
萢
黙
然
た
り
。
（
第
2
3
条
）

全
祖
望
は
こ
れ
を
以
て
萢
如
圭
を
頻
の
門
人
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
師
弟
関
係
や
従
游
関
係
と
い
う
に
は
無
理
が
あ
る
。
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頻

と
萢
如
圭
と
は
紹
興
六
年
十
月
か
ら
翌
年
正
月
ま
で
と
も
に
館
中
に
在
っ
た
が
（
第
二
章
と
注
1
9
参
照
）
、
洛
学
派
の
多
い
当
時
の

館

中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
頻
繁
に
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
曽
幾
（
字
吉
甫
。
信
州
上
饒
に
寓
居
。
一
〇
八
四
i
一
一
六
六
）
は
頻
の
門
人
曽
逮
の
父
で
あ
る
。
彼
は
呂
本
中
⌒
字
居
仁
、
一
〇

八
四
－
一
一
四
五
）
と
親
交
の
あ
る
江
西
詩
派
の
一
人
で
、
胡
安
国
に
程
子
の
学
を
学
ん
だ
（
『
滑
南
文
集
』
三
二
「
曽
文
清
公
墓
誌

銘
」
）
。
や
は
り
一
度
だ
け
「
震
沢
記
善
録
」
に
登
場
す
る
。

　
　
曽
文
清
公
幾
、
儒
釈
の
異
同
を
問
ふ
。
先
生
曰
く
、
公
の
本
来
処
、
還
た
儒
釈
有
り
や
否
や
、
と
。

こ
れ
は
萢
如
圭
の
例
よ
り
も
勝
れ
て
「
教
え
を
請
う
」
た
も
の
で
、
王
徳
文
「
立
祠
割
子
」
（
『
著
作
集
』
六
）
に
は
「
陳
唯
室
曽
文

清
、
皆
（
頻
の
）
門
弟
な
り
」
と
し
て
い
る
。
全
祖
望
は
そ
れ
を
考
慮
し
て
曽
幾
を
頻
の
門
人
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
震
沢
学

案
で
は
「
震
沢
学
侶
」
と
さ
れ
る
呂
本
中
も
、
曽
幾
同
様
に
頻
や
サ
惇
に
「
死
生
の
説
」
を
問
う
て
い
る
し
（
『
東
英
呂
紫
微
師
友

雑
志
』
及
び
『
和
靖
集
』
六
師
説
中
）
、
ま
た
呂
本
中
宛
の
頻
の
書
簡
も
『
著
作
集
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
「
紫
微
学
案
表
」
（
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
4
1
）

で
は

呂
本
中
を
震
沢
門
人
と
し
て
い
る
。
師
友
賢
士
を
求
め
て
従
游
し
折
衷
す
る
の
が
呂
氏
の
家
学
の
風
で
あ
る
が
、
曽
幾
同
様
、

呂
本
中
も
頻
の
門
人
に
数
え
て
良
か
ろ
う
。
曽
幾
の
兄
の
曽
開
（
字
天
游
）
は
游
酢
に
従
学
し
た
が
（
『
宋
史
』
三
八
二
）
、
彼
が
「
王

信
伯
は
釈
氏
に
於
い
て
見
処
有
り
」
と
評
す
る
と
、
呂
本
中
の
門
人
林
之
奇
（
字
少
穎
、
侯
官
の
人
。
一
一
一
二
ー
一
一
七
六
）
）
は

後

に
直
接
そ
の
こ
と
を
頻
に
訊
ね
て
い
る
（
『
拙
斎
文
集
』
一
記
聞
上
）
。
周
憲
の
よ
う
に
、
呂
本
中
と
曽
幾
と
を
通
じ
て
サ
惇
や
頻

の

学

を
知
り
、
そ
の
結
果
頻
の
も
と
を
尋
ね
る
も
の
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
他
、
陳
戌
字
可
行
と
曇
明
中
字
太
易
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
震
沢
記
善
録
」
第
2
2
条
と
第
2
8
条
に
、
い
ず
れ
も
一
度
だ
け
登
場
す

る
。
陳
戌
は
頻
に
問
う
て
い
る
か
ら
師
弟
・
従
游
の
関
係
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
曇
明
中
は
陳
長
方
と
詩
を
以
て
問
答
し
て
お
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り
、
頻
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　
震
沢
学
案
に
名
は
無
い
が
、
注
応
辰
（
字
聖
錫
、
一
＝
八
　
一
一
七
六
）
も
頻
に
従
游
し
た
よ
う
で
あ
る
。
『
拙
斎
記
聞
』
上
に

「
王
信

伯
経
旨
を
理
会
す
る
に
全
く
力
を
費
や
さ
ず
」
と
い
う
注
応
辰
の
言
葉
を
載
せ
る
。
彼
は
呂
本
中
・
胡
安
国
に
従
游
し
、
紹

興
五
年
進
士
及
第
の
後
、
張
九
成
に
従
学
し
た
⌒
『
宋
史
』
三
八
七
）
。
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
『
著
作
集
』
三
「
玉
山
注
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

生

践
」
に
「
愁
の
先
曽
大
父
文
定
公
嘗
て
趙
忠
簡
公
に
僚
た
り
て
著
作
先
生
に
講
習
す
」
と
あ
る
。

　
次

に
、
王
頻
同
様
『
学
案
』
に
陸
象
山
の
前
芽
と
し
て
名
の
挙
げ
ら
れ
た
林
光
朝
を
軸
に
検
討
す
る
。
林
光
朝
（
文
軒
、
字
謙
之
。

＝
一
四
－
一
一
七
八
）
は
興
化
軍
蓄
田
の
人
。
呉
の
陸
景
瑞
（
字
子
正
）
が
サ
惇
に
従
学
し
た
こ
と
を
聞
き
、
陸
氏
に
従
游
し
た
（
『
宋

史
』
四
三
三
）
。
陸
景
瑞
は
サ
惇
の
門
人
で
「
和
靖
学
案
」
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
全
祖
望
は
、
林
光
朝
の
思
想
宗
旨
に
サ
惇
よ

り
寧
ろ
王
頻
に
本
つ
く
も
の
の
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
師
陸
景
瑞
も
王
頻
に
従
学
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
震
沢
学
案
に
頻
の
門

人

と
し
て
陸
景
瑞
の
名
も
列
ね
た
の
で
あ
る
⌒
『
学
案
』
四
七
支
軒
学
案
、
祖
望
按
語
）
。
全
氏
の
推
定
以
外
に
明
瞭
な
文
献
的
根
拠

が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
林
光
朝
自
身
は
そ
の
思
想
の
由
来
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
王
信
伯
は
之
を
亀
山
に
得
、
施
廷
先
は
之
を
信
伯
に
得
。
廷
先
は
吾
が
友
な
り
。
（
『
支
軒
集
』
六
「
与
楊
次
山
」
）

施
庭
先
は
『
北
牌
炎
裸
録
』
の
著
者
施
徳
操
の
甥
（
『
学
案
』
で
は
「
族
姪
」
）
に
当
た
る
人
で
、
塩
官
の
人
。
林
光
朝
は
兄
事
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
4
3
）

方
嘉
を
通
し
て
施
庭
先
を
知
り
（
「
与
楊
次
山
」
）
、
そ
の
施
庭
先
か
ら
王
頻
の
学
を
得
た
と
い
う
。
方
嘉
字
次
雲
は
青
田
の
人
で
、

程
伊
川
の
学
侶
で
あ
っ
た
方
元
菜
（
字
道
輔
）
（
『
学
案
』
十
六
伊
川
学
案
下
）
の
孫
で
あ
る
。
『
学
案
』
に
よ
れ
ば
、
彼
も
施
庭
先
を

経

由
し
て
王
頻
に
師
事
し
た
と
い
う
。
施
庭
先
も
方
嘉
も
『
著
作
集
』
に
は
登
場
せ
ず
、
彼
ら
を
頻
の
門
人
と
す
る
の
は
、
如
上
の

林
光
朝
の
証
言
を
有
力
な
根
拠
と
す
る
。
光
朝
が
こ
の
よ
う
な
学
統
め
い
た
こ
と
を
言
う
の
は
、
頻
及
び
光
朝
自
身
の
思
想
を
洛
学
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の

正
統

と
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

最

も
重
要
な
頻
の
思
想
的
継
承
者
と
見
ら
れ
る
光
朝
自
身
は
、
頻
に
直
接
師
事
従
游

お
わ
り
に

　
王

頻
は
寡
黙
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
資
料
が
少
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
寡
黙
で
あ
り
、
彼
の
思
想
そ
の
も
の
も
ま
た
饒

舌
を
排
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
既
に
氾
如
圭
や
曽
幾
と
の
問
答
に
窺
え
た
が
、
彼
の
禅
風
の
思
考
を
よ
く
表
す
例
を
二
一
二
紹
介
し
て

お

く
。
陳
長
方
が
従
学
を
請
う
た
と
き
、

　
　
先
生

其
の

器
の

大

受
す
べ
き
を
知
る
も
、
黙
し
て
告
ぐ
る
所
無
し
。
呑
叩
に
遇
へ
ば
輯
ち
峻
詞
も
て
仮
せ
ず
。
〔
「
陳
唯
室
先

　
　
生
行
状
」
）

ま
た
、
陳
長
方
が
「
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
な
」
（
『
論
語
』
子
空
）
を
問
う
と
、
余
人
は
皆
説
明
し
た
が
、
頻
は
「
説
明
す
れ
ば
そ

れ

は
私
の
も
の
を
説
く
だ
け
。
君
の
自
得
す
る
所
が
無
く
な
る
」
と
答
え
た
（
「
震
沢
記
善
録
」
第
2
1
条
）
。
周
憲
が
「
万
物
皆
我
に
備

る
」
（
『
孟
子
』
尽
心
）
を
問
う
と
、
頻
は
ひ
と
た
び
容
を
正
し
て
「
万
物
皆
我
に
備
る
」
と
言
い
、
憲
は
言
下
に
悟
っ
た
と
い
う
（
同
第
1
9

条
）
。
頻
自
身
に
言
わ
せ
る
と
、
こ
の
「
簡
」
と
「
自
得
」
と
は
伊
川
（
及
び
明
道
）
ゆ
ず
り
の
も
の
で
あ
る
（
同
第
1
、
6
・
7
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
門
人
の
陳
長
方
は
張
九
成
と
親
交
が
あ
っ
た
が
、
同
時
期
に
館
職
に
あ
り
な
が
ら
頻
と
張
九
成
と
の
交
渉
の
記
録
の
見
え
な
い
の

は
残
念
で
あ
る
。
ま
た
呉
に
於
け
る
頻
の
学
統
を
考
え
る
と
、
門
人
陳
長
方
の
早
世
は
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
林
光
朝
が

彼
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
伊
川
の
浩
陵
編
管
中
に
従
学
し
た
頻
の
思
想
は
、
継
承
者
を
自
任
す
る
支
軒
に
よ
っ
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て
、

呉
か

ら
青
田
へ
と
場
所
を
移
し
て
花
を
開
い
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

宋

に
至
り
て
周
程
夫
子
な
る
者
出
で
て
始
め
て
不
伝
の
緒
を
得
、
道
を
濠
洛
に
侶
へ
、
而
し
て
亀
山
道
南
一
派
遂
に
流
れ
て
閏

の
羅
仲

素
李
　
中
に
入
り
て
考
亭
有
り
、
王
信
伯
施
庭
先
に
由
り
て
支
軒
有
り
、
象
山
南
軒
東
英
と
一
時
に
並
峙
し
て
聚
徒
講

業
す
。
（
『
文
軒
集
』
巻
十
「
支
軒
文
選
後
序
」
）

注｛
1
）
　
『
学
案
』
二
九
震
沢
学
案
は
全
祖
望
の
補
本
で
あ
る
。
全
祖
望
は
も
と
「
平
江
学
案
」
と
し
て
い
た
．
王
梓
材
の
案
語
に
「
此
巻
謝
山
原

　
　

底
称
平
江
学
案
、
後
定
序
録
改
称
震
沢
」
と
言
う
。

（
2
）
　
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』
第
二
編
第
…
章
第
二
節
「
陸
学
の
前
駆
」
（
広
池
学
園
出
版
部
　
一
九
六
二
年
）
で
は
、
謝
良

　
　

佐
・
王
頻
・
林
光
朝
の
順
に
紹
介
し
、
そ
の
後
張
九
成
を
「
殊
に
注
意
を
要
す
る
」
も
の
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
岡
田
武
彦
『
陽
明
学
大
系
』

　
　

第
↓
巻
「
陽
明
学
入
門
陸
王
学
譜
（
上
ご
（
明
徳
出
版
社
　
一
九
七
一
年
）
で
は
、
程
頴
か
ら
謝
良
佐
・
張
九
成
へ
の
流
れ
と
、
程
願
か
ら
王

　
　

頻
・
林
光
朝
へ
の
流
れ
と
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。

（
3
）
　
こ
れ
ら
の
他
に
以
下
の
諸
篇
を
参
照
し
た
。
蒔
紹
彰
「
宋
王
勉
夫
（
　
）
墳
銘
」
、
王
孜
「
宋
故
提
幹
王
公
（
徳
文
）
墳
記
」
、
挑
広
孝
「
王
演

　
　

伝
附
祓
」
、
陳
遜
「
王
君
徳
広
（
寛
）
耐
志
銘
」
、
周
鼎
「
明
故
王
蹟
斎
⌒
敏
）
先
生
墓
誌
銘
」
、
祝
允
明
「
歎
鶴
王
君
（
観
）
墓
誌
銘
」
（
以
上
『
呉

　
　

都
文
粋
続
集
』
四
〇
）
、
王
庚
孫
「
宋
鎮
東
将
命
判
王
公
（
斗
文
）
墓
誌
」
、
方
鵬
「
重
封
宋
坦
墓
大
略
」
（
以
上
『
呉
都
文
粋
続
集
』
三
八
）
、

　
　

呉
寛
「
医
師
王
蹟
斎
（
敏
）
墓
表
」
（
『
瓠
翁
家
蔵
集
』
七
一
）
。
二
内
は
筆
者
。

（
4
）
　
王
伯
起
に
つ
い
て
の
諸
書
の
記
述
は
、
彼
の
詩
集
『
唱
道
野
集
』
に
頻
の
門
人
楊
邦
弼
の
つ
け
た
序
と
、
伯
起
・
仲
挙
の
友
人
江
公
望
の
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「
酉
室
記
」
と
に
基
づ
く
。
楊
邦
弼
序
は
「
酉
室
」
の
記
事
に
引
用
さ
れ
る
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。
「
酉
室
記
」
は
『
姑
蘇
志
』
巻
三
一
第

　
　
宅
の
「
酉
室
」
の
注
に
引
く
が
、
伯
起
の
生
涯
に
つ
い
て
の
記
事
は
な
い
。
こ
こ
で
は
盧
熊
『
蘇
州
府
志
』
巻
七
園
第
「
酉
室
」
を
挙
げ
て

　
　
お
く
。
た
だ
し
、
伯
起
を
「
著
作
」
と
す
る
の
は
王
頻
と
混
同
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
酉

室
、
王
著
作
伯
起
所
居
、
江
公
望
撰
記
。
伯
起
字
聖
時
。
楊
邦
弼
序
其
詩
云
、
著
作
王
先
生
受
経
於
王
臨
川
、
学
文
於
曽
南
豊
、
遊
於

　
　
　
曽
宣
靖
公
父
子
間
。
諸
公
且
推
競
之
、
年
未
及
衰
、
一
旦
弄
去
、
ト
居
呉
門
、
独
処
酉
室
。
焚
香
燕
坐
。
有
詩
号
唱
道
野
集
。

（
5
）
　
頻
の
曽
孫
の
世
代
の
王
斗
文
が
嘉
定
十
三
年
二
二
二
〇
）
の
進
士
で
あ
る
（
『
姑
蘇
志
』
五
）
。

（
6
）
　
『
著
作
集
』
一
「
勅
詞
三
」
に
「
煕
豊
尚
経
義
而
廃
春
秋
、
崇
観
行
舎
法
而
罷
科
挙
、
使
自
信
篤
学
之
士
、
無
以
告
於
有
司
、
爾
独
守
遺

　
　
経
、
不
追
時
好
、
昔
人
所
謂
為
臣
子
、
而
不
可
不
知
者
爾
。
既
知
之
英
、
是
用
特
起
布
衣
擢
居
東
観
、
嘉
此
老
成
之
望
、
謁
然
英
俊
之
躍
。

　
　
麦
自
校
讐
偉
参
誤
述
益
思
愁
勉
嗣
、
有
褒
陞
、
可
特
授
依
前
左
承
奉
郎
秘
書
省
著
作
佐
郎
。
紹
興
六
年
八
月
」
と
あ
る
。

（ヱ
　
頻
の
曽
孫
「
仲
可
」
の
名
が
「
玉
山
江
先
生
祓
」
（
『
著
作
集
』
四
）
に
見
え
る
が
、
不
詳
。

（
8
）
　
『
館
閣
録
』
巻
八
官
聯
下
。
『
要
録
』
八
七
で
は
紹
興
五
年
三
月
に
、
郵
名
世
を
正
字
、
正
字
王
頻
・
喩
樗
を
兼
校
勘
と
す
る
が
、
『
館
閣

　
　
録
』
に
よ
れ
ば
、
郵
名
世
の
正
字
も
王
績
と
喩
樗
の
兼
史
館
校
勘
も
、
紹
興
五
年
二
月
で
あ
る
、

（
9
）
　
『
著
作
集
』
一
「
勅
詞
二
」
に
紹
興
五
年
二
月
と
し
て
「
勅
左
迫
功
郎
守
秘
書
省
正
字
兼
史
館
校
勘
王
頻
、
可
特
授
左
承
奉
郎
依
前
秘
書

　
　
省
正
字
兼
史
館
校
勘
」
と
あ
る
。
し
か
し
『
要
録
』
に
よ
る
と
、
五
年
九
月
乙
酉
（
十
五
旦
趙
鼎
が
『
重
修
神
宗
実
録
五
十
巻
』
を
上
り
、

　
　
三

日
後
に
重
修
関
係
者
の
階
官
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
王
頻
と
同
時
に
五
年
二
月
に
兼
史
館
校
勘
と
な
っ
た
李
彌
正
・
喩
樗
⌒
『
館
閣
録
』

　
　
八
｝
は
一
官
を
進
め
ら
れ
、
郵
名
世
も
五
年
九
月
に
頻
同
様
に
京
官
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
実
録
修
訂
の
酬
賞
で
あ
る
。
「
勅
詞
二
」
の
「
二
」

　
　
月
は
伝
写
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
　
『
著
作
集
』
一
「
勅
詞
三
」
は
紹
興
六
年
八
月
と
す
る
。

（
1
1
）
　
『
成
淳
砒
陵
志
』
巻
九
秩
官
・
郡
官
に
「
紹
興
十
一
年
九
月
左
宣
教
郎
、
十
三
年
十
一
月
満
」
。
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（
1
2
）
　
詔
宣
仁
聖
烈
皇
后
保
佑
哲
宗
、
有
安
社
稜
大
功
。
姦
臣
懐
私
謹
峡
聖
徳
、
著
在
史
冊
。
可
令
国
史
院
差
官
、
撫
実
刊
修
、
播
告
天
下
。
（
『
要

　
　
録
』
五
建
炎
元
年
五
月
辛
卯
）

⌒
1
3
）
　
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
八
巻
第
三
號
　
一
九
七
九
年
。

⌒
1
4
）
　
本
文
中
の
引
用
は
『
要
録
』
八
六
・
五
年
閏
二
月
丁
未
条
に
引
く
『
林
泉
野
記
』
。
ほ
か
に
巻
八
四
・
紹
興
五
年
正
月
壬
戌
の
条
の
自
注
引

　
　
く
熊
克
『
小
麻
』
、
巻
八
八
孟
年
四
月
）
巻
末
な
ど
。
巻
八
八
に
よ
れ
ば
、
伊
川
門
人
と
偽
称
す
る
者
も
擢
用
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
趙

　
　
鼎

と
洛
学
派
に
つ
い
て
は
前
記
近
藤
論
文
の
他
、
寺
田
遵
『
南
宋
初
期
政
治
史
研
究
』
第
一
部
第
四
章
「
趙
鼎
集
団
の
形
成
と
張
凌
路
線
の

　
　
破
産
」
⌒
渓
水
社
一
九
八
八
年
）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
趙
鼎
を
薦
者
に
加
え
た
の
は
恐
ら
く
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
が
始
め
で
あ
ろ
う
。
次
の
如
し
。

　
　
　
著
作
佐
郎
福
清
王
頻
信
伯
撰
。
従
程
門
学
、
以
趙
忠
簡
薦
召
対
、
賜
出
身
。
秦
檜
悪
之
、
会
其
族
子
坐
法
、
牽
連
文
致
奪
官
、
以
死
。
（
巻

　
　
　
一
八
「
王
著
作
集
四
巻
」
）

　
　
ち
な
み
に
『
四
朝
聞
見
録
』
で
は
三
同
宗
宿
聞
其
名
、
又
以
諸
郎
官
力
薦
、
駕
幸
呉
門
、
起
召
賜
対
、
以
布
衣
賜
進
士
出
身
、
正
字
中
秘
。
L

　
　
（
甲
集
・
布
衣
入
館
）
と
言
う
。

（
1
6
）
　
今
の
『
河
南
程
氏
外
書
』
巻
九
の
「
春
秋
録
拾
遺
」
。

（
1
7
）
　
王
頻
と
同
じ
く
布
衣
よ
り
召
さ
れ
た
郵
名
世
も
『
春
秋
』
に
通
じ
て
お
り
、
紹
興
四
年
三
月
に
閤
門
引
見
上
殿
、
『
春
秋
四
譜
』
等
を
献
じ

　
　
て
翌
四

月
入
見
、
補
官
さ
れ
た
（
『
要
録
』
七
四
・
四
年
三
月
乙
亥
｝
。
郵
名
世
と
王
頻
の
例
は
特
異
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
要
録
』
に
次
の

　
　
記
事
が
あ
る
（
巻
一
七
八
・
紹
興
二
十
七
年
十
一
月
丁
卯
）
。

　
　
　

工
部
侍
郎
兼
侍
講
王
論
等
言
興
化
軍
進
士
鄭
樵
、
耽
嗜
墳
籍
杜
門
著
書
頃
年
、
嘗
以
所
著
書
献
之
、
朝
廷
降
付
東
観
、
比
聞
撰
述
益
多
、

　
　
　

恐
必
有
補
治
道
、
終
老
章
布
、
可
謂
遺
才
、
望
賜
詔
対
験
其
所
学
、
果
有
可
取
、
即
乞
王
頻
・
郵
名
世
例
、
施
庶
学
者
有
所
激
勧
。
乃
命

　
　
　

樵
赴
行
在
。
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（
1
8
）
　
胡
安
国
は
洛
学
に
私
淑
し
て
楊
時
・
謝
良
佐
・
游
酢
に
従
遊
し
た
人
物
（
『
学
案
』
三
四
）
、
羅
従
彦
は
楊
時
の
門
人
で
あ
る
（
『
学
案
』
二

　
　
五
）
。

（
1
9
）
　
テ
惇
が
秘
書
郎
に
除
せ
ら
れ
た
の
は
紹
興
七
年
閏
十
月
。
萢
如
圭
は
紹
興
六
年
十
月
正
字
兼
史
館
校
勘
、
九
年
十
月
校
書
郎
、
朱
松
は
紹

　
　
興
四
年
三
月
に
正
字
と
な
っ
た
が
同
年
九
月
に
丁
憂
、
七
年
八
月
校
書
郎
、
八
年
三
月
著
作
佐
郎
（
い
ず
れ
も
『
館
閣
録
』
七
、
八
）
。

⌒
2
0
）
　
『
成
淳
砒
陵
志
』
巻
九
に
よ
れ
ば
通
判
軍
州
事
は
一
員
で
、
紹
興
七
年
正
月
ー
十
一
年
九
月
の
間
は
陳
栗
枕
⌒
五
年
四
月
か
ら
）
・
楊
従
古
・

　
　
陳
惇
持
・
王
晒
（
十
一
年
九
月
ま
で
）
と
続
き
、
こ
の
後
が
王
頻
で
あ
る
。
こ
の
間
、
頻
は
添
差
官
で
あ
っ
た
の
か
、
不
明
。
紹
興
十
一
年
か

　
　
ら
十
三
年
の
赴
任
は
『
著
作
集
』
八
「
震
沢
記
善
録
」
宋
宮
教
後
序
「
右
紹
興
壬
戌
⌒
十
二
）
癸
亥
（
十
三
）
間
先
生
在
砒
陵
、
宜
之
｛
宮
教
）
侍

　
　
教
所
聞
如
此
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
「
墓
誌
」
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
「
族
子
」
と
す
る
の
み
。
「
集
呉
志
」
『
盧
志
』
『
莫
志
』
『
姑
蘇
志
』
『
徐
志
』
『
学
案
』
『
震
沢
県
志
』
は

　
　
「
従
子
誼
」
、
『
要
録
』
は
「
郷
人
王
立
己
」
と
す
る
。
『
宋
史
翼
』
は
「
頻
同
産
子
諸
」
と
す
る
。
「
国
史
伝
」
『
萢
志
』
『
呉
中
人
物
志
』
『
道

　
　
南
源
委
』
『
淵
源
考
』
『
言
行
外
録
』
は
勒
停
に
触
れ
な
い
。
『
莫
志
』
一
一
隠
逸
・
王
誼
伝
で
は
「
頻
之
姪
」
と
す
る
。

⌒
2
2
）
　
朱
烹
は
『
河
南
程
氏
外
書
』
巻
十
二
で
は
『
震
沢
語
録
』
と
し
て
い
る
。
六
条
中
、
現
「
震
沢
記
善
録
」
に
見
え
る
の
は
五
条
。

⌒
2
3
）
　
『
河
南
程
氏
外
書
』
目
録
に
一
条
、
同
巻
十
一
時
氏
本
拾
遺
に
二
条
、
巻
十
二
伝
聞
雑
記
に
二
条
。

⌒
2
4
）
　
『
王
著
作
集
』
に
直
接
取
材
し
た
『
学
案
』
と
、
そ
れ
を
補
う
目
的
で
編
ま
れ
た
『
補
遺
』
を
除
く
。
ち
な
み
に
『
学
案
』
に
は
従
学
場

　
　
所
の
記
述
は
な
い
。
な
お
『
補
遺
』
巻
九
八
の
王
伯
起
伝
は
、
字
聖
時
と
字
興
公
・
海
陵
人
と
を
混
同
し
て
い
る
。
『
宋
史
翼
』
三
六
の
王

　
　
伯
起
伝
も
同
じ
。

（
2
5
）
　
「
墓
誌
」
は
「
卯
三
月
二
十
四
日
面
対
剖
子
一
」
と
「
寅
冬
上
殿
剖
子
三
」
を
そ
れ
ぞ
れ
節
略
し
て
引
用
す
る
。
『
言
行
外
録
』
『
道
南
源
委
』

　
　
『
淵
源
考
』
の
二
剤
子
の
引
用
は
「
墓
誌
」
の
文
言
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
用
い
る
。
薦
者
と
し
て
孫
佑
の
み
を
挙
げ
る
の
も
「
墓
誌
」
に
同
じ
。

　
　
　
ま
た
、
『
道
南
源
委
』
は
「
墓
誌
」
か
ら
、
福
清
か
ら
平
江
へ
の
徒
居
・
頻
の
人
柄
・
剤
子
引
用
を
含
む
館
職
歴
・
卒
年
・
楊
時
の
語
・
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胡
安
国
等
の
論
薦
⌒
胡
氏
の
語
引
用
）
を
用
い
、
著
書
を
末
尾
に
付
す
。
『
淵
源
考
』
は
『
道
南
源
委
』
に
葬
地
を
加
え
、
『
言
行
外
録
』
は
『
道

　
　
南
源
委
』
の
叙
述
の
配
列
を
改
め
た
だ
け
で
、
文
言
は
殆
ど
同
一
で
あ
る
．

　
　
　
ち
な
み
に
、
「
墓
誌
」
で
は
頻
の
父
を
「
伯
起
」
と
の
み
記
し
て
、
実
父
仲
挙
に
触
れ
ず
、
伯
起
に
よ
る
伊
川
従
学
の
命
に
も
触
れ
な
い
。

（
2
6
）
　
「
国
史
伝
」
の
引
用
す
る
「
応
詔
論
事
奏
状
」
か
ら
、
他
書
の
襲
う
当
該
部
分
だ
け
挙
げ
る
，

　
　
　
詔
條
具
賊
退
利
害
。
頻
日
、
…
…
今
日
政
治
之
本
有
三
。
一
日
正
心
誠
意
、
二
日
辮
君
子
小
人
、
三
日
消
朋
党
。

　
　
他
書
は
み
な
「
一
」
二
ご
三
ご
を
欠
き
、
「
賊
」
を
「
敵
」
に
作
る
。
且
つ
『
莫
志
』
は
「
為
高
宗
言
帝
王
之
学
及
治
本
三
事
…
…
」
と

　
　
し
、
『
姑
蘇
志
』
『
徐
志
』
『
震
沢
県
志
』
は
「
辮
」
を
「
辮
」
に
作
る
。
『
宋
史
翼
』
は
「
受
詔
」
を
「
詔
令
」
と
す
る
。

　
　

　
「
国
史
伝
」
の
構
成
は
、
1
福
清
か
ら
平
江
へ
の
徒
居
、
2
伊
川
へ
の
師
事
、
3
楊
時
の
語
、
4
剖
子
引
用
と
官
職
歴
、
5
卒
年
、
6
頻

　
　
の
人
と
学
、
7
著
書
と
な
っ
て
い
る
。
『
萢
志
』
は
2
、
3
、
4
、
6
、
7
を
用
い
て
簡
略
化
し
て
い
る
。
成
立
年
代
も
近
く
、
両
者
の
関

　
　
係
は
深
い
と
思
わ
れ
る
。

（
2
7
）
　
『
姑
蘇
志
』
は
以
下
の
如
し
。
後
の
『
徐
志
』
『
震
沢
県
志
』
頻
伝
は
こ
れ
を
襲
う
。

　
　
　
其
先
福
清
人
。
唐
水
部
郎
集
、
時
号
人
瑞
、
有
麟
角
集
。
八
世
孫
伯
虎
字
煩
之
、
嘉
祐
進
士
、
為
潜
江
令
、
築
隈
去
水
害
、
歴
太
子
中
允

　
　
　
太
常
博
士
、
尚
書
戸
部
員
外
郎
、
与
蘇
黄
唱
和
、
有
進
冊
三
巻
、
及
過
庭
集
松
陵
集
西
府
録
。
従
弟
仲
挙
、
字
聖
命
、
剛
介
属
学
、
不
絢

　
　
　
時
好
、
徒
家
呉
之
震
沢
、
卒
、
贈
奉
議
郎
。
生
頻
、
出
為
世
父
伯
起
後
。
伯
起
字
聖
時
、
受
経
王
安
石
、
游
曽
宣
靖
公
亮
父
子
間
、
学
文

　
　
　
於
曽
子
固
。
題
所
居
日
酉
室
。
有
詩
日
唱
道
野
集
。
卒
、
贈
右
宣
教
郎
。
二
程
在
洛
、
伯
起
遣
頻
往
従
之
。

（
2
8
）
　
『
鉋
翁
家
蔵
集
』
五
〇
「
版
王
氏
文
集
」
に
「
予
家
藏
書
↓
編
、
日
麟
角
集
、
日
過
庭
集
、
総
題
日
王
氏
文
集
。
益
古
写
本
也
。
既
雑
乱

　
　
不

可
読
。
置
之
俵
笥
已
久
。
他
日
偶
閲
同
里
医
師
王
訥
斎
家
乗
、
見
列
先
世
所
著
書
目
、
而
二
集
在
焉
。
因
以
帰
之
。
王
氏
在
宋
自
閏
徒
呉
、

　
　
称
文
献
家
。
国
初
多
故
、
遺
書
尽
失
、
不
独
此
編
也
。
麟
角
集
為
唐
水
部
郎
中
栗
所
著
、
過
庭
則
宋
戸
部
郎
中
伯
虎
著
也
。
皆
不
完
。
王
氏

　
　
子
孫
尚
訪
而
補
之
」
と
あ
る
。
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（
2
9
）
　
「
祓
王
氏
文
集
」
の
他
に
、
『
鉋
翁
家
蔵
集
』
巻
五
一
に
「
祓
宋
王
伯
虎
受
官
敷
四
道
」
「
践
宋
高
宗
奨
諭
著
作
郎
王
頻
救
」
「
賊
王
氏
紹
興

　
　
敷
牒
」
「
祓
真
西
山
与
王
周
卿
手
帖
」
「
顕
王
徳
文
公
拠
」
「
蹟
王
光
篭
遺
墨
」
、
巻
五
五
に
「
鍍
宋
賢
三
帖
」
「
顕
王
氏
所
蔵
宋
赦
二
通
」
、
巻

　
　
四

七

「
王

訥
斎
像
賛
」
「
王
光
蓄
先
世
遺
象
賛
」
が
あ
る
．

　
　
　
訥
斎
は
観
の
父
敏
・
訥
奄
膿
斎
。
呉
寛
が
家
蔵
の
『
王
氏
文
集
』
を
王
氏
の
先
世
の
著
書
と
知
っ
た
の
は
「
偶
々
同
里
の
医
師
王
訥
斎
の

　
　
家
乗
を
閲
し
」
た
時
で
｛
「
賊
王
氏
文
集
」
）
、
王
敏
生
前
の
こ
と
で
あ
る
。
王
敏
は
成
化
乙
巳
二
四
八
五
）
に
没
し
た
（
周
鼎
「
明
故
王
績

　
　
斎
先
生
墓
志
銘
二
。
つ
ま
り
、
呉
寛
は
弘
治
以
前
に
王
桑
・
伯
虎
等
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
。

（
3
0
）
　
『
懐
星
堂
集
』
一
二
「
上
閣
老
座
主
太
原
相
公
書
」
に
「
初
允
明
承
委
條
件
、
令
専
修
者
、
沿
革
守
令
科
第
諸
表
、
官
署
宜
跡
兵
防
倉
場

　
　
駅
逓
家
墓
諸
志
、
以
為
書
凡
十
有
八
巻
．
所
参
修
者
、
城
池
風
俗
世
家
平
乱
、
又
四
巻
、
於
時
允
明
所
受
駆
策
、
梢
已
勉
畢
其
事
突
．
」
と

　
　
あ
る
。

（
3
1
）
　
播
富
恩
・
徐
余
慶
『
呂
祖
謙
評
伝
』
第
一
章
第
｝
節
「
家
世
与
家
学
」
（
南
京
大
学
出
版
社
一
九
九
二
）

（
3
2
）
　
「
震
沢
記
善
録
」
第
1
条
。
門
人
周
憲
が
「
未
発
の
時
」
を
訊
ね
て
、
楊
時
の
『
中
庸
序
』
に
「
聞
之
伊
川
、
『
不
偏
之
謂
中
、
不
易
之
謂

　
　
庸
』
」
と
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
と
こ
ろ
、
頻
は
「
是
非
伊
川
之
言
、
不
然
則
初
年
之
説
也
」
と
答
え
、
頻
自
ら
が
伊
川
に
問
う
た
折
の
問
答

　
　
を
以
て
諭
し
て
い
る
。

　
　
　
他
は
第
22
条
で
、
楊
時
の
詩
を
引
用
す
る
。

（
3
3
）
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
〇
一
程
子
門
人
’
謝
顕
道
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
上

察
語
録

論
佛
処
、
乃
江
民
表
語
。
民
表
為
諌
官
、
甚
有
可
観
、
只
是
学
佛
。
当
初
是
人
写
江
語
与
謝
語
共
一
冊
、
遂
誤
伝
作
謝
語
。
唯

　
　
　
室
先
生
陳
斉
之
有
辮
、
辮
此
甚
明
。

　
　
『
学
案
』
に
よ
れ
ば
陳
長
方
に
は
『
上
票
語
論
辮
讃
』
と
い
う
著
書
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
現
行
『
上
察
語
録
』
は
朱
子
の
剛
定
に
な
る
．
こ

　
　
れ
に

つ
い

て
は

佐
藤
仁

「
朱
子
と
謝
上
察
（
二
」
｛
廣
島
哲
学
會
『
哲
学
』
第
3
1
集
友
枝
龍
太
郎
教
授
御
退
官
記
念
特
塞
を
参
照
．
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（
3
4
）
　
『
中
庸
集
解
』
に
『
中
庸
解
』
の
名
で
引
か
れ
る
も
の
。
『
中
庸
集
解
』
は
石
整
編
、
乾
道
九
年
（
＝
七
三
）
の
朱
子
の
序
に
「
明
道
不
及

　
　
為
書
。
今
世
所
伝
陳
忠
粛
公
（
陳
灌
）
之
所
序
者
、
乃
藍
田
呂
氏
所
著
之
別
本
也
」
と
い
う
。
『
郡
斎
読
書
志
』
巻
二
に
『
明
道
中
庸
解
一
巻
』

　
　
と
し
て
「
右
皇
朝
程
顯
撰
。
陳
灌
得
之
江
濤
、
…
…
」
と
す
る
。
な
お
、
侯
仲
良
｛
字
師
聖
が
『
明
道
先
生
中
庸
解
』
を
示
さ
れ
て
呂
大
臨

　
　
の
晩
年
の
も
の
と
見
破
っ
た
と
い
う
話
が
、
靖
康
元
年
二
一
二
六
）
の
事
と
し
て
胡
宏
「
題
呂
与
叔
中
庸
解
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

｛
3
5
）
　
陳
長
方
見
サ
子
於
姑
蘇
、
間
中
庸
解
。
サ
子
云
二
伊
川
）
先
生
自
以
為
不
満
意
、
焚
之
奏
。
L

　
　
　
サ
惇
が
姑
蘇
（
平
江
府
）
虎
丘
に
居
た
の
は
、
紹
興
九
年
二
＝
二
九
）
正
月
か
ら
十
年
十
二
月
ま
で
の
二
年
間
で
あ
る
（
『
和
靖
集
』
八
．

　
　
年
譜
）
。
サ
惇
も
王
頻
宛
の
書
簡
に
「
陳
斉
之
今
赴
官
、
未
嘗
通
訊
否
．
或
訪
我
存
亡
、
尽
為
告
之
」
と
述
べ
て
い
る
，

（
3
6
）
　
張
九
成
と
の
交
遊
は
王
椿
『
野
客
叢
書
』
一
三
。
張
九
成
は
「
祭
陳
唯
室
文
」
を
残
し
て
い
る
（
『
唯
室
集
』
五
。
『
横
浦
集
』
に
載
せ
な

　
　

い
）
。
施
徳
操
・
焚
光
遠
と
の
交
遊
は
施
徳
操
『
北
聰
奏
裸
録
』
。

（
3
7
）
　
胡
百
能
の
こ
と
は
「
陳
唯
室
先
生
行
状
」
、
大
成
は
王
　
『
野
客
叢
書
』
附
録
『
野
老
紀
聞
』
。

（
3
8
）
　
頻
の
「
墓
誌
」
に
「
乃
与
吾
季
弟
葱
又
閾
陳
長
方
少
方
、
執
門
弟
子
之
礼
」
、
「
祭
陳
唯
室
文
」
に
「
始
余
未
壮
、
与
吾
幼
弟
就
師
述
業
、

　
　
得
子
王

子
也
、
已
又
得
君
与
其
令
季
、
出
入
師
門
、
吾
四
人
也
」
。

（
3
9
）
　
四
庫
全
書
本
『
王
著
作
集
』
は
一
条
欠
く
。

（
4
0
）
　
生
於
舅
氏
胡
文
定
公
荊
南
学
官
廠
中
、
既
孤
、
自
奮
従
文
定
公
受
春
秋
学
、
挙
進
士
…
…
。
（
『
朱
文
公
文
集
』
九
四
「
氾
直
閣
墓
記
」
）

（
4
1
）
　
『
学
案
』
三
六
紫
微
学
案
は
も
と
「
和
靖
学
案
」
に
在
っ
た
も
の
を
全
祖
望
が
独
立
さ
せ
た
。
紫
微
学
案
表
で
は
呂
本
中
を
劉
安
世
．
楊
時
．

　
　
游
酢
・
陳
灌
・
サ
惇
・
王
頻
の
門
人
と
す
る
。

⌒
4
2
）
　
同
巻
四
「
玉
山
江
先
生
践
」
に
も
「
先
文
定
公
嘗
獲
講
習
於
著
作
君
」
と
い
う
。
『
学
案
』
四
六
玉
山
学
案
表
で
は
江
応
辰
を
震
沢
再
伝
と

　
　

す
る
。
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（
4
3
｝
　
『
文
軒
集
』
五
「
送
徐
湘
赴
大
学
試
序
」
に
「
所
知
者
求
所
可
知
而
言
之
、
所
不
知
則
旦
旦
求
之
如
不
足
。
吾
得
之
吾
友
施
廷
先
、
廷
先

　
　

得
之
王
信
伯
」
と
言
う
．

（
4
）
　
張
九
成
は
紹
興
五
年
著
作
佐
郎
、
六
年
三
月
著
作
郎
と
な
り
、
同
九
月
に
直
徽
猷
閣
漸
東
提
刑
に
除
せ
ら
れ
た
（
『
館
閣
録
七
、
八
』
）
。

王
頻
伝
記
資
料
主
要
文
献
一
覧
　
　
（
以
下
、
編
著
者
、
書
．
篇
名
、
成
書
年
代
、
使
用
テ
キ
ス
ト
、
略
号
の
順
に
記
す
）

○
章
憲
「
墓
誌
」
（
『
著
作
集
』
五
）
　
紹
興
二
三
年
（
一
一
五
三
）
か

　
　
朱
真
の

『
伊
洛
淵
源
録
』
巻
十
二
「
王
著
作
」
は
「
墓
誌
」
の
節
略
。

○

「
国
史
伝
」
（
『
著
作
集
』
五
）
　
著
者
・
成
立
未
詳

　
　
恐

ら
く
後
に
『
宋
史
』
の
編
纂
の
材
料
と
な
り
、
且
つ
そ
の
時
多
く
の
伝
が
削
ら
れ
た
と
い
う
『
中
興
四
朝
国
史
』
の
遺
文
で
あ
ろ
う
、
た

　

だ

し
、
嘉
煕
元
年
（
二
二
二
七
）
七
月
の
日
付
を
も
つ
頻
の
従
曽
孫
（
蕩
の
曽
孫
）
の
王
徳
文
に
よ
る
「
立
祠
剤
子
」
に
「
国
史
有
伝
」
と
言
及
さ

　

れ
て
い

る
か
ら
、
正
確
に
は
嘉
泰
三
年
二
二
〇
三
）
に
編
修
を
命
じ
た
『
三
朝
正
史
』
で
あ
ろ
う
。
宋
の
国
史
に
つ
い
て
は
、
周
藤
吉
之
「
宋

　
朝
国
史
の
編
纂
と
国
史
列
伝
」
⌒
『
宋
代
史
研
究
』
東
洋
文
庫
　
一
九
六
九
年
｝
を
参
考
に
し
た
。

○
襲

明
之
『
中
呉
紀
聞
』
巻
四
　
淳
煕
九
年
二
一
八
二
）
　
文
淵
閣
四
庫
全
書
本

○
葉
紹
翁
『
四
朝
聞
見
録
』
甲
集
「
布
衣
入
館
」
　
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
（
北
京
中
華
書
局
一
九
八
九
）

○

「
呉
郡
志
」
（
『
著
作
集
』
五
）
　
撰
者
・
成
立
未
詳
　
　
「
集
呉
志
」

○
氾
成
大
『
呉
郡
志
』
巻
二
六
　
紹
定
二
年
｛
二
一
二
九
）
　
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
　
　
『
氾
志
』

○
李
心
伝
『
建
炎
以
X
繋
年
要
録
』
巻
八
三
紹
興
四
年
十
二
月
己
卯
　
嘉
定
元
年
二
二
〇
八
）
成
書
⌒
来
可
泓
『
李
心
伝
事
　
著
作
編
年
』
成
都
巴

　
書
社
一
九
九
〇
）
　
『
要
録
』
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○
李
幼
武
『
皇
朝
道
学
名
臣
言
行
外
録
』
巻
九
　
景
定
中
（
＝
一
六
〇
1
六
四
二
道
光
元
年
一
八
一
＝
、
洪
螢
輯
・
校
刊
）
　
『
言
行
外
録
』

○
王

思
文

「
李
提
刑
帝
行
学
問
立
祠
因
依
申
状
」
⌒
『
著
作
集
』
六
）
　
成
淳
元
年
二
二
六
五
）
　
「
因
依
申
状
」

○
盧
熊
『
蘇
州
府
志
』
巻
三
七
洪
武
＝
｝
年
（
＝
二
七
九
）
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
洪
武
十
二
年
序
刊
本
　
『
盧
志
』

○
莫
旦
『
呉
江
志
』
巻
九
郷
賢
・
王
頻
、
巻
一
｝
隠
逸
・
王
伯
起
　
弘
治
元
年
⌒
一
四
八
八
｝
　
『
莫
志
』

○
王
馨

『
姑
蘇
志
』
巻
五
四
儒
林
　
正
徳
元
年
二
五
〇
六
）
　
文
淵
閣
四
庫
全
書
本

○
徐
師
曽
『
呉
江
県
志
』
巻
二
四
儒
林
　
嘉
靖
三
七
年
二
五
五
八
）
　
『
徐
志
』

○
張

泉
『
呉
中
人
物
志
』
巻
六
　
隆
慶
四
年
二
五
七
〇
）
　
民
国
五
八
年
台
北
台
湾
学
生
書
局
用
隆
慶
四
年
序
刊
本
景
印
本

○
朱
衡

『
道
南
源
委
』
巻
一
　
（
朱
衡
は
一
五
一
二
年
ー
｝
五
八
四
年
）
　
正
誼
堂
全
書
本

○

『
宋
元
学
案
』
巻
二
九
震
沢
学
案
　
全
祖
望
二
七
〇
五
ー
一
七
五
五
）
補
　
『
黄
宗
義
全
集
』
第
四
冊
（
沈
善
洪
主
編
、
漸
江
古
籍
出
版
社
）

　
案
』

○
陳
和
志
修
・
悦
師
孟
等
纂
『
震
沢
県
志
』
巻
一
七
儒
林
・
王
頻
、
巻
二
〇
隠
逸
・
王
伯
起
　
乾
隆
十
一
年
二
七
四
六
）
　
中
国
方
志
叢
書

○
李
清
醸
『
閾
中
理
学
淵
源
考
』
巻
二
　
乾
隆
…
四
年
二
七
四
九
）
　
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
　
　
『
淵
源
考
』

○
『
宋
元
学
案
補
遺
』
巻
二
九
震
沢
学
案
補
遺
　
道
光
一
二
年
二
八
四
二
　
四
明
叢
書
第
五
集
本
　
　
『
補
遺
』

○
陸
心
源

『
宋
史
翼
』
巻
二
四
儒
林
　
光
緒
丙
午
二
九
〇
六
）
　
光
緒
三
二
年
初
刊
朱
印
本
の
影
印
本

『
学
　
　
　
一

　
　
　
16

　
　
　
1


